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一
　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
が
引
用
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
そ
れ
ぞ
れ
仲
裁
鑑
定
人
（ar   -  

bitrator

        
）
に
関
す
る
判
例
お
よ
び
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
仲
裁
鑑
定
と
い
う
法
現
象
の
形
成
な
い
し
発
展

の
過
程
を
考
察
し
た
。
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
た
判
例
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
約
二
〇
件
程
度
の
事
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
冒
頭
で
も
述

べ
た
よ
う
に
（
た
だ
し
、
随
分
と
以
前
の
こ
と
で
恐
縮
で
は
あ
る
が
）、
本
稿
執
筆
の
動
機
は
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
の
い
う
ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
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形
成
や
そ
の
展
開
と
と
も
に
、
そ
の
背
景
事
情
に
つ
い
て
論
じ
た
ド
イ
ツ
文
献
も
さ
ほ
ど
な 

関
心
を
も
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
筆
者
の
知
り
う
る
限
り
、
ド
イ
ツ
法
の
学
説
に
お
い
て
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
に
対
す
る
注
目
度
は
あ
ま
り
高
く
は
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え

る
。
ま
た
筆
者
自
身
も
、
同
説
が
議
論
の
前
提
に
お
く
ロ
ー
マ
法
以
来
の
法
制
史
や
仲
裁
人
（arbiter

       
）
と
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator

          
）
に
関

す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
そ
れ
ぞ
れ
の
議
論
に
関
す
る
基
本
的
な
知
見
に
つ
い
て
、
と
う
と
う
不
勉
強
に
終
わ
り
、
各
判
例
の
判
旨
の
理
解
や
ヴ
ィ

ン
タ
ー
説
の
個
別
的
な
議
論
の
正
確
な
把
握
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
難
渋
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
思
え
ば
、
本
稿
の
執
筆
開
始
は
本
学
の
法

科
大
学
院
の
開
校
を
祝
賀
す
る
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
一
〇
年
間
は
実
務
家
の
先
生
方
に
教
え
ら
れ
て
自
分
自
身
が
授
業
準
備
と
授
業
に
没

頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
々
で
あ
っ
た
。
長
期
間
に
わ
た
る
本
稿
の
執
筆
・
研
究
の
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
容
的
に
は
は
な
は
だ
浅
簿

な
考
察
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
残
念
に
か
つ
悔
し
く
思
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
で
も
仲
裁
鑑
定
法
へ
の
理
論
的
な
関
心
は
高

く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
わ
が
国
で
も
こ
の
テ
ー
マ
へ
の
関
心
は
き
わ
め
て
低
調
で
あ 

本
稿
の
考
察
が
、
こ
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
わ
が
国
の
研
究
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
二
　
検
討
し
た
判
例
は
一
九
世
紀
後
半
の
時
期
の
判
例
で
あ
る
が
、
こ
の
当
時
、
仲
裁
鑑
定
人
が
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
、
仲
裁
鑑
定
が
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
か
、
最
後
に
改
め
て
本
研
究
を
振
り
返
っ
て
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
⑴
　
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
（P

reußisches
O
berT

ribunal

             
    
       
）
の
判
例
は
四
件
と
り
あ
げ
た
が
、
同
裁
判
所
は
、
仲
裁
鑑
定
人

（arbitrator

          
）
は
仲
裁
人
（arbiter

       
）
と
そ
の
任
務
な
い
し
機
能
の
点
で
異
な
っ
た
法
現
象
と
み
て
い
る
。

　（
ⅰ
）　
同
裁
判
所
は
、
仲
裁
人
（arbiter

       
）
は
法
的
紛
争
を
判
断
す
る
の
に
対
し
て
、
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator

          
）
は
未
確
定
の
契
約
部
分

を
確
定
す
る
と
み
て
い
る
。
委
任
契
約
の
報
酬
額
に
つ
き
道
路
建
築
監
督
官
が
確
定
な
い
し
評
価
す
る
旨
の
合
意
、
そ
れ
に
加
え
て
、
建
築
主

と
建
築
請
負
人
の
双
務
的
な
要
求
に
関
す
る
疑
問
事
項
に
つ
い
て
判
断
し
、
当
事
者
が
そ
れ
に
満
足
す
る
旨
の
合
意
（【
１
】
四
四
年
判
決
）、

（
１
）
く
、

（
２
）
る
。
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ま
た
、
市
の
復
興
事
業
に
伴
う
パ
ン
屋
の
営
業
上
の
損
害
に
つ
き
、
パ
ン
屋
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る
補
償
額
の
査
定
合
意
（【
２
】
五
四
年
判
決
）

に
つ
い
て
、
同
裁
判
所
は
、
仲
裁
人
に
よ
る
法
的
紛
争
の
判
断
と
み
な
い
で
、
仲
裁
鑑
定
人
の
評
価
（【
１
】
四
四
年
判
決
）
な
い
し
査
定
（【
２
】

五
四
年
判
決
）
と
解
し
た
。
合
意
の
効
果
は
、
当
事
者
が
右
認
定
を
自
ら
行
い
、
そ
の
結
論
に
従
っ
て
す
で
に
契
約
を
締
結
し
た
か
の
よ
う
に

承
認
す
る
（【
１
】
四
四
年
判
決
）、
ま
た
、
査
定
人
に
よ
る
契
約
の
確
定
を
、
当
事
者
の
契
約
の
重
要
部
分
と
同
様
に
扱
う
（【
２
】
五
四
年

判
決
）
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
両
者
の
区
別
は
、
当
該
第
三
者
の
判
断
に
適
用
す
べ
き
法
律
は
何
か
と
い
う
問
題
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
法
に
お

い
て
、
仲
裁
人
に
対
し
て
は
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
裁
判
所
法
第
一
編
第
二
章
一
六
七
条
以
下
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
が
、
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator

          
）

は
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
五
章
七
二
条
・
七
三
条
お
よ
び
第
一
一
章
四
八
条
以
下
が
適
用
さ
れ
る
（【
１
】
四
四
年
判
決
、【
２
】

五
四
年
判
決
）。
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
と
、
仲
裁
鑑
定
人
は
、
未
確
定
で
引
き
受
け
ら
れ
た
債
務
に
つ
き
、
よ
り
詳
細
な
確
定
を
行
う
の
で

あ
る
（
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
五
章
七
二
条
・
七
三
条
）。
そ
し
て
、
明
文
で
具
体
的
に
規
定
さ
れ
た
売
買
価
格
の
第
三
者
に

よ
る
確
定
（
同
法
第
一
一
章
四
八
条
以
下
）
は
、
ロ
ー
マ
法
源
に
そ
の
起
源
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
合
意
内
容
を
仲
裁
鑑
定
人

（arbitrator

          
）
に
よ
る
判
断
（
確
定
、
査
定
）
と
解
釈
し
た
場
合
、
仲
裁
人
の
判
断
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
無
効
と
す
る
事
由
（
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般

裁
判
所
法
第
一
編
第
二
章
一
七
二
条
）
は
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
上
述
し
た
合
意
の
効
果
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
右
判
断
は
当
事
者
に
対
し
て
拘
束
力
を
も
っ
て
認
定
さ
れ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（【
１
】
四
四
年
判
決
）。

　
な
お
、
後
掲
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、【
１
】
四
四
年
判
決
の
事
件
は
「
二
つ
の
合
意
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
後
者
の
合
意
は

法
的
紛
争
、
し
た
が
っ
て
仲
裁
人
の
判
断
と
解
す
る
余
地
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
両
事
件
の
合
意
を
売
買
価
格
の
確
定
ケ
ー

ス
と
同
様
に
契
約
の
「
補
充
」
な
い
し
「
成
立
」（
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
一
一
章
四
八
条
以
下
）
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
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疑
問
が
残 

む
し
ろ
ワ
イ
ズ
マ
ン
説
や
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
説
が
指
摘
す
る
よ
う 

右
合
意
に
基
づ
く
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
は
、
契
約

の
「
履
行
」
な
い
し
「
実
現
」
の
た
め
に
行
わ
れ
る
と
解
し
た
方
が
そ
の
実
態
に
即
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　（
ⅱ
）　
そ
の
少
し
後
、
同
裁
判
所
は
【
３
】
五
七
年
判
決
で
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
鉄
道
管
理
局
の
請
負
契
約
約
款
に
定
め
ら
れ
た
、
技

術
者
に
よ
る
建
築
請
負
工
事
の
適
時
の
完
成
可
能
性
の
判
断
に
つ
い
て
、
契
約
当
事
者
間
の
双
務
的
な
権
利
義
務
に
関
す
る
裁
判
官
の
将
来
の

判
断
の
た
め
の
基
礎
資
料
に
な
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
当
該
第
三
者
の
判
断
は
条
件
の
発
生
で
あ
る
と
す
る
。
請
負
約
款
の
合
意
は
、
裁

判
官
や
仲
裁
人
の
判
断
の
よ
う
に
法
的
紛
争
を
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
点
で
は
、
先
例
と
同
旨
と
解
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
右
判
旨
に
い
う
裁
判
官
の
判
断
の
「
基
礎
資
料
」
を
先
に
証
拠
資
料
と
解
し
た
が
（
修
道
二
八
巻
一
号
二
四
頁
）、
現

在
は
、
キ
ッ
シ
ュ
説
な
ど
当
時
の
実
体
法
説
と
同
様
に
、
こ
れ
は
実
体
法
的
に
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
請
求
権
の
要
件
事
実
に
な
る
と
い
う
趣

旨
に
読
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
で
、
右
基
礎
資
料
を
権
利
発
生
の
条
件
で
あ
る
と
判
示
す
る
、

そ
の
後
の
判
旨
部
分
と
も
一
貫
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
証
拠
契
約
と
い
う
理
解
で
は
、
条
件
説
の
考
え
方
、
ま
た
先
例
（【
１
】
四
四
年
判
決
、

【
２
】
五
四
年
判
決
）
と
同
様
に
、
ロ
ー
マ
法
源
お
よ
び
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
規
定
を
引
用
し
て
い
る
点
と
合
致
し
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
先
の
理
解
を
こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
頂
く
。

　
な
お
、
条
件
説
は
特
に
キ
ッ
シ
ュ
説
に
詳
し
い
が
（
修
道
三
六
巻
二
号
九
八
一
頁
以
下
）、
学
説
史
的
に
は
そ
の
後
の
批
判
説
の
台
頭
と
と

も 

む
し
ろ
少
数
説
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
少
し
後
の
時
代
の
学
説
で
は
あ
る
が
、
仲
裁
鑑
定
条
項
を
争
い
あ
る
事
実
に
対
す
る
証

拠
契
約
と
み
る
カ
ー
ン 

批
判
を
み
る 

第
一
に
、
仲
裁
鑑
定
を
将
来
の
不
確
実
な
事
実
と
み
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
当
事
者
に
の
み
不

確
実
な
事
実
で
あ
っ
て
、
専
門
家
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
、
つ
ま
り
主
観
的
な
不
確
実
で
あ
り
、
本
来
の
「
条
件
」
で
考
え
ら
れ
て
い
る
客
観

的
な
不
確
実
と
は
い
え
な
い
。
第
二
に
、
仲
裁
鑑
定
の
存
在
を
も
っ
て
初
め
て
契
約
ま
た
は
請
求
権
が
有
効
に
な
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
停
止

（
３
）
る
。

（
４
）
に
、

（
５
）
に
、

（
６
）
説
の

（
７
）
と
、
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条
件
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
実
体
法
上
の
要
件
と
解
し
た
場
合
、
仲
裁
鑑
定
が
な
い
と
請
求
権
が
存
在
し
な
い
と
の
帰
結
に
な
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
で
初
め
て
請
求
権
が
発
生
す
る
場
合
に
の
み
、
請
求
権
の
要
件
と
い
え
る
が
、
仲
裁
鑑
定
人
の

判
断
は
損
害
賠
償
請
求
権
を
形
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
確
定
す
る
の
で
あ
る
。
仲
裁
鑑
定
は
請
求
権
の
確
認
方
法
の
た
め
の
前
提
条
件

に
す
ぎ
ず
、
請
求
権
自
体
の
そ
れ
で
は
な
い
。
仮
に
請
求
権
の
条
件
で
あ
る
な
ら
、
要
件
事
実
の
要
素
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
で

は
な
い
。
要
件
事
実
は
そ
れ
に
か
か
わ
り
な
く
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
条
件
説
に
よ
る
と
、
仲
裁
鑑
定
が
な
さ
れ
な
い
と
き
は
、
請
求
権
が

存
在
し
な
い
結
果
と
な
る
（
民
法
一
五
八
条
）、
と
す 

　（
ⅲ
）　
同
裁
判
所
の
【
４
】
七
〇
年
判
決
は
、
レ
ン
ガ
圧
縮
機
の
売
買
契
約
に
お
い
て
、
い
か
な
る
裁
判
手
続
も
排
除
し
て
、
給
付
の
目
的

物
の
契
約
適
合
性
に
つ
い
て
第
三
者
が
判
断
す
る
旨
の
合
意
に
つ
い
て
、
原
審
が
仲
裁
規
定
（
一
般
裁
判
所
法
第
一
編
第
二
章
一
六
九
条
以
下
）

を
適
用
し
た
の
に
対
し
、
先
例
（【
２
】
五
四
年
判
決
、【
３
】
五
七
年
判
決
）
違
反
を
指
摘
し
て
、
法
的
紛
争
で
は
な
く
、
そ
れ
を
条
件
づ
け

る
争
点
に
つ
い
て
の
終
局
的
判
断
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
右
判
決
は
同
裁
判
所
の
活
動
期
間
の
最
後
の
時
期
に
当
た
る
判
例
で
あ
る
が
、
判
旨

は
、
先
例
を
引
用
し
た
こ
と
で
前
掲
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
の
判
別
基
準
に
従
っ
て
い
る
も
の
と
解
せ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
仲

裁
鑑
定
は
売
買
契
約
の
履
行
上
の
問
題
を
そ
の
対
象
と
し
た
も
の
と
み
れ
ば
、
そ
れ
は
法
的
紛
争
を
対
象
に
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　（
ⅳ
）　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
の
判
例
法
理
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。【
１
】
四
四
年
判
決
を
検
討
し
て
、

そ
こ
で
は
仲
裁
鑑
定
人
の
認
定
の
拘
束
力
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
疑
い
が
示
さ
れ
ず
、
そ
の
判
断
に
対
す
る
不
服
申
立
て
は
ま
っ
た
く
議
論
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
む
し
ろ
、
当
事
者
は
第
三
者
（arbitrator
          
）
の
善
き
人
の
裁
断
（arbitrium

boniviri

         
          
）
に

無
条
件
で
従
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
こ
れ
は
そ
の
後
の
判
例
で
も
特
徴
的
な
点
と
な
る
。
最
上
級
裁
判
所
は
、
仲
裁
人
に
対
し
、
仲
裁
鑑
定
人

（
８
）
る
。
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像
を
、
事
実
上
、
紛
争
解
決
機
能
を
も
っ
た
特
別
な
制
度
（
と
り
わ
け
個
別
的
な
事
実
認
定
を
す
る
）
と
し
て
対
立
さ
せ
た
。
し
か
し
他
方
で
、

仲
裁
鑑
定
人
の
裁
断
の
拘
束
力
を
ま
っ
た
く
疑
わ
ず
、
逆
に
、
裁
判
外
の
私
人
に
よ
る
判
断
の
拘
束
力
と
終
局
性
に
関
し
て
は
、
仲
裁
人
よ
り

も
仲
裁
鑑
定
人
像
に
よ
り
強
い
立
場
を
認
め
て
い
た
印
象
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
仲
裁
人
の
判
断
は
一
定
の
要
件
の
下
で
取
り
消
し
う
る

こ
と
が
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
裁
判
所
法
の
下
で
強
調
さ
れ
た
の
に
対
し
、
当
事
者
は
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
に
事
前
に
拘
束
力
を
も
っ
て
服
す
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
。
仮
に
判
例
が
仲
裁
人
の
判
断
で
あ
る
と
し
て
、
厳
格
な
法
適
用
を
し
て
い
た
場
合
、
ヴ
ィ
ン

タ
ー
説
は
、
お
そ
ら
く
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
で
法
的
審
尋
違
反
を
理
由
に
判
断
の
無
効
を
言
い
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
論
す
る
。
し
か
し
仲
裁
鑑
定
人
像
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の
問
題
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
仲
裁
鑑
定
人
に
は
手
続
規
定
が
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
こ
こ
に
、
判
例
が
そ
の
種
の
ケ
ー
ス
を
判
断
す
る
た
め
に
仲
裁
鑑
定
人
像
を
援
用
し
た
動
機
が
あ
っ
た

と
考
え
る
。

　
ま
た
当
時
の
仲
裁
裁
判
権
に
関
す
る
法
規
制
が
、
同
時
に
、
最
上
級
裁
判
所
が
仲
裁
鑑
定
人
像
に
方
向
転
換
す
る
の
に
寄
与
し
た
可
能
性
も

あ
る
と
す
る
。
一
九
世
紀
に
仲
裁
条
項
が
現
れ
た
と
き
、
判
例
は
ま
っ
た
く
未
知
の
状
況
に
お
か
れ
た
。
将
来
紛
争
に
関
す
る
仲
裁
合
意
も
、

個
別
的
な
事
実
に
関
す
る
そ
れ
も
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
裁
判
所
法
は
知
ら
な
か
っ
た
。
最
初
か
ら
レ
ン
ガ
積
み
工
事
の
報
酬
が
合
意
さ
れ
ず
、

そ
の
労
働
終
了
後
に
な
っ
て
第
三
者
が
特
定
の
基
準
に
よ
り
確
定
す
る
。
そ
う
し
た
事
実
関
係
を
法
的
に
判
断
す
る
た
め
に
、
判
例
が
プ
ロ
イ

セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
五
章
七
二
条
・
七
三
条
と
第
一
一
章
四
八
条
以
下
の
規
定
を
援
用
し
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
右
規
定
に
、

仲
裁
条
項
に
つ
い
て
の
典
型
的
な
判
断
に
服
す
る
た
め
の
法
規
範
の
確
証
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、【
１
】

四
四
年
判
決
に
つ
い
て
は
、
報
酬
額
の
仲
裁
鑑
定
人
に
よ
る
確
定
合
意
と
双
務
的
な
要
求
に
関
し
て
仲
裁
人
に
よ
る
判
断
合
意
の
二
つ
の
合
意

に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
判
旨
が
そ
の
点
を
看
過
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
批
判
的
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
こ
れ
を
二
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つ
の
合
意
の
複
合
事
案
と
解
し
て
い
る
。

　
最
上
級
裁
判
所
は
、
そ
の
後
に
【
１
】
四
四
年
判
決
を
引
用
し
て
、
そ
の
判
例
法
理
を
固
め
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
五

章
七
二
条
・
七
三
条
、
第
一
一
章
四
八
条
以
下
の
規
定
は
、
ロ
ー
マ
法
のarbitrator

 
         

像
に
そ
の
起
源
を
発
し
て
お
り
、arbitrator

 
         

が
独
立
の

重
要
な
法
制
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
。arbiter

 
      

とarbitrator

 
         

は
対
立
し
、arbiter

 
      

が
法
的
紛
争
全
体
を
判
断
す
る
の
に
対
し
て
、

arbitrator

          

の
判
断
は
、
契
約
当
事
者
の
双
務
的
な
権
利
義
務
に
関
す
る
将
来
の
裁
判
官
の
基
礎
資
料
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
（【
２
】
五
七
年
判

決
）、
個
別
的
な
事
実
に
つ
い
て
拘
束
力
の
あ
る
判
断
を
行
う
（【
３
】）
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
さ
ら
に
は
当
事
者
間
の
法
的
紛
争
の
終
局
的
判

断
を
条
件
づ
け
る
個
別
的
な
争
点
を
仲
裁
人
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
は
不
適
法
と
判
示
す
る
（【
４
】
七
〇
年
判
決
）。
な
お
、
こ
の
事
案
自
体

は
上
述
し
た
よ
う
に
契
約
紛
争
、
し
た
が
っ
て
法
的
紛
争
と
い
う
見
方
も
で
き
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
は
あ
る
が
。

　
た
だ
し
、
一
七
八
二
年
の
創
設
か
ら
約
八
〇
年
間
の
活
動
中
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
の
仲
裁
鑑
定
人
に
関
す
る
判
決
は
わ
ず
か
に

四
件
し
か
な
か
っ
た
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、arbitrator

 
         

の
判
断
の
拘
束
力
は
、
最
初
は
ま
っ
た
く
疑
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
対
象
事
件
の

件
数
・
種
類
も
わ
ず
か
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
判
例
の
実
務
へ
の
影
響
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
実
務
に
お
け
る

仲
裁
条
項
は
一
八
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
拡
大
し
た
の
で
あ
り
、
仲
裁
裁
判
権
は
通
常
裁
判
所
に
と
っ
て
は
七
〇
年
代
ま
で
は
不
可
侵
で
あ
っ

た
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
当
事
者
は
仲
裁
判
断
に
満
足
し
て
い
た
と
指
摘
す 

　
⑵
　
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
活
動
は
ド
イ
ツ
仲
裁
制
度
の
拡
大
傾
向
の
時
代
に
該
当
す
る
が
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
保
険
会
社
の
保
険
契

約
約
款
上
の
鑑
定
人
に
よ
る
損
害
査
定
条
項
の
解
釈
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
を
も
っ
ぱ
ら
扱
っ
て
い
る
。

　（
ⅰ
）　
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
は
、
そ
の
創
設
当
初
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
の
判
例
法
理
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
同
裁

判
所
の
【
５
】
一
八
七
一
年
判
決
は
、
ヒ
ョ
ウ
災
保
険
株
式
会
社
の
普
通
保
険
約
款
に
定
め
ら
れ
た
、
鑑
定
人
に
よ
る
ヒ
ョ
ウ
損
害
の
査
定
条

（
９
）
る
。
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項
に
つ
い
て
、
プ
ロ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
の
先
例
（【
２
】
五
四
年
判
決
お
よ
び
【
３
】
五
七
年
判
決
）
を
引
用
し
て
、
仲
裁
人
で
は
な
く
、

仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator
          
）
と
解
す
る
。
そ
の
任
務
は
、
ヒ
ョ
ウ
に
よ
る
被
害
、
被
害
が
な
か
っ
た
場
合
の
収
穫
高
、
そ
の
損
失
割
合
に
つ
い

て
、
出
訴
の
途
を
排
除
し
て
、
終
局
的
に
鑑
定
を
下
す
こ
と
で
あ
り
、
損
害
賠
償
請
求
の
審
理
は
そ
の
対
象
外
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

法
的
紛
争
の
判
断
で
は
な
く
、
そ
の
前
提
問
題
で
あ
る
個
別
的
な
要
件
事
実
の
問
題
を
判
断
す
る
と
い
う
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
同
判
決
は

条
件
説
に
く
み
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
の
先
例
と
同
様
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
五
章
七
二
条
・
七
三
条
、
第

一
一
章
四
八
条
、
ロ
ー
マ
法
源
（§1

Inst.de
em
tione

             
      
（III,24

      
）;I.25

pr.D
.locate

           
       
（X

IX

 
  
））
を
引
用
す
る
。
仲
裁
人
と
の
区
別
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
に
基
づ
き
判
断
の
拘
束
力
、
評
議
の
仕
方
、
お
よ
び
判
断
懈
怠
の
効
果
の
面
で
そ
れ
ぞ
れ
結
論
に
違
い
が
生
ず
る
旨
指
摘
し
て
い
る
。

　
そ
の
翌
年
、
火
災
保
険
契
約
の
普
通
保
険
契
約
約
款
に
定
め
ら
れ
た
、
時
計
屋
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る
損
害
額
の
査
定
条
項
に
つ
い
て
、
同
裁

判
所
は
右
【
５
】
七
一
年
判
決
を
引
用
し
て
、
査
定
人
（
仲
裁
鑑
定
人
）
の
査
定
と
解
し
て
い
る
（【
６
】
七
二
年
判
決
）。
そ
の
機
能
も
同
様

に
考
え
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
出
訴
の
途
の
排
除
（【
５
】
七
一
年
判
決
）、
ま
た
確
定
的
な
審
査
（【
６
】
七
二
年
判
決
）

と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
判
旨
の
指
摘
か
ら
は
、
右
判
例
に
お
い
て
当
事
者
に
対
す
る
仲
裁
鑑
定
の
拘
束
力
が
前
提
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。

　
同
じ
時
期
、
普
通
保
険
契
約
約
款
（
一
八
七
五
年
）
は
、
動
産
の
火
災
損
害
に
対
し
て
鑑
定
人
に
よ
る
損
害
額
確
定
条
項
を
定
め
た
。
ま
た

下
級
審
判
例
に
お
い
て
は
、
船
荷
証
券
上
の
品
質
仲
裁
の
合
意
が
仲
裁
鑑
定
の
合
意
と
解
さ
れ
て
い
る
（
修
道
二
八
巻
二
号
九
三
五
頁
以
下
）。

　（
ⅱ
）　
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
活
動
期
間
は
長
く
な
い
が
、
そ
の
最
後
の
年
（
一
八
七
九
年
）、
実
務
に
と
っ
て
重
要
な
変
化
が
判
例

に
お
い
て
み
ら
れ
た
。
同
裁
判
所
の
【
７
】
七
九
年
判
決
が
そ
れ
で
あ
る
。
火
災
後
に
締
結
さ
れ
た
火
災
保
険
契
約
に
基
づ
き
鑑
定
人
が
拘
束

的
な
効
力
を
も
っ
て
行
っ
た
損
害
査
定
に
対
し
て
保
険
契
約
者
が
裁
判
所
に
不
服
申
立
て
を
し
た
事
案
で
、
同
判
決
は
鑑
定
人
に
よ
る
右
判
断
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の
取
消
し
を
許
容
し
た
（【
７
】
七
九
年
判
決
）。
専
門
家
は
仲
裁
人
で
は
な
く
、
シ
ー
ズ
マ
ン
（
評
価
人
、
仲
裁
鑑
定
人
も
併
記
）
で
あ
る
と

解
し
た
点
で
は
先
例
と
共
通
し
て
い
る
が
、
判
旨
は
、
ロ
ー
マ
法
源
（fr.30
de
op.lib.38.1

                    
）
を
引
用
し
て
、
当
事
者
の
意
思
が
疑
わ
し
い
と

き
は
、
法
お
よ
び
公
平
に
従
っ
た
鑑
定
に
の
み
服
す
る
と
い
う
の
が
当
事
者
意
思
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
反
し
た
仲
裁
鑑
定
に
対
し

て
は
、
当
事
者
は
裁
判
所
に
そ
の
破
棄
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
た
。
判
旨
は
こ
れ
に
関
し
て
、
ロ
ー
マ
法
源
（I.32

§.15.D
ig.4,8a;

            
          

L.30
D
.de
operas

libertoru

      
                    m  
（38,1

    
）;L.76

D
ig.pro

socio

        
            
（17,2

    
））
を
引
用
し
て
い
る
。

　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
右
判
旨
の
論
証
方
法
に
は
概
念
法
学
の
影
響
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
仲
裁
鑑
定
の
当
事
者
に
対
す
る
拘
束
力
を

前
提
に
し
て
き
た
従
前
の
判
例
の
考
え
方
か
ら
乖
離
し
て
、
裁
判
所
に
よ
る
取
消
し
可
能
性
を
肯
定
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
同
裁

判
所
は
右
事
件
で
突
然
に
判
例
変
更
を
し
た
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
【
８
】
一
八
七
一
年
判
決
お
よ
び
【
９
】
一
八
七
二
年
判
決
に
お
い
て
、

鑑
定
人
の
判
断
の
取
消
し
可
能
性
に
そ
れ
ぞ
れ
言
及
し
て
い
た
。
前
者
は
、
組
合
契
約
の
目
的
が
挫
折
し
た
後
に
組
合
員
へ
の
報
酬
額
（
な
い

し
補
償
額
）
に
つ
い
て
、
鑑
定
人
に
よ
る
確
定
合
意
（【
８
】
七
一
年
判
決
）、
ま
た
後
者
は
、
海
難
救
助
契
約
の
海
難
救
助
料
に
つ
い
て
専
門

家
に
よ
る
確
定
合
意
（【
９
】
七
二
年
判
決
）
の
解
釈
が
そ
れ
ぞ
れ
問
題
に
な
っ
た
事
件
で
あ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
の
事
件
で
も
「
仲
裁
人
」
の

判
断
と
解
さ
れ
た
め
、
右
問
題
は
判
旨
の
傍
論
部
分
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
ず
【
８
】
七
一
年
判
決
は
、
合
意
時
か
ら
の
争
点

で
あ
る
報
酬
に
関
す
る
専
門
家
の
判
断
は
、
単
な
る
価
格
査
定
で
は
な
い
、
当
事
者
の
意
思
は
補
償
額
の
最
終
的
確
定
に
あ
る
と
し
て
、
仲
裁

人
の
判
断
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
当
事
者
双
方
の
審
尋
の
必
要
を
指
摘
し
、
右
仲
裁
判
断
は
恣
意
の
行
為
で
あ
り
無
効
と
判
示
し
て
い
る
。

判
旨
が
、
単
な
る
価
格
査
定
を
述
べ
る
際
に
、
仲
裁
鑑
定
人
と
し
て
契
約
中
で
未
確
定
部
分
を
利
害
関
係
者
の
心
で
確
定
す
る
が
、
必
要
な
と

き
に
は
「
裁
判
所
ま
た
は
仲
裁
裁
判
所
の
修
正
に
服
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
点
が
、
そ
れ
で
あ
る
（
修
道
二
八
巻
二
号
九
二
六
頁
）。

　
つ
ぎ
の
【
９
】
七
二
年
判
決
は
、
右
【
８
】
七
一
年
判
決
よ
り
も
詳
細
に
こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
仲
裁
鑑
定
の
典
型
例
と
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一
般
的
に
み
ら
れ
る
鑑
定
人
の
海
難
救
助
料
の
確
定
に
つ
き
、
判
旨
に
よ
る
と
、
普
通
法
に
お
い
て
、
仲
裁
判
断
が
実
体
的
に
き
わ
め
て
不
当

ま
た
は
不
公
平
な
と
き
で
も
、
当
事
者
は
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
。
し
か
し
善
き
人
（
評
価
人
）
の
単
な
る
評
価
は
、
そ
れ
と
異
な
る
。
一
般
的

に
は
そ
の
判
断
も
拘
束
力
を
有
す
る
が
、
普
通
法
に
お
い
て
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
善
き
人
の
裁
断
（arbitrium

boniviri

         
          
）
は
当
事
者
を
重

大
に
侵
害
し
な
い
と
の
要
件
の
下
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
高
度
に
不
公
平
な
善
き
人
の
裁
断
に
対
し
て
は
、「
不
利
益
を
被
っ
た
当
事
者

が
裁
判
官
に
救
済
を
求
め
、
そ
れ
が
理
由
あ
る
と
き
は
裁
判
官
の
判
断
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
」
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ロ
ー
マ
法

が
引
用
さ
れ
て
い
る
（L.79

D
ig.pro

soci

      
           o  
（17,2

    
））
が
、
ま
さ
に
こ
の
判
旨
部
分
が
問
題
の
判
旨
に
該
当
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
事
件
に
は

ブ
レ
ー
メ
ン
法
が
適
用
さ
れ
、
普
通
法
に
関
す
る
右
判
旨
は
傍
論
部
分
と
み
ら
れ
る
。
同
判
決
は
右
鑑
定
人
を
仲
裁
人
の
判
断
と
解
し
た
う
え

で
、
ブ
レ
ー
メ
ン
法
で
は
仲
裁
判
断
に
対
し
て
実
体
的
な
不
当
を
理
由
に
通
常
の
控
訴
が
適
法
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
な
お
、
高
度
に
不

公
平
な
善
き
人
の
裁
断
に
対
す
る
裁
判
官
へ
の
救
済
に
つ
い
て
は
、
普
通
法
と
同
様
に
許
容
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　（
ⅲ
）　
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
【
７
】
七
九
年
判
決
は
、
右
に
み
た
二
件
の
先
例
の
傍
論
判
旨
部
分
を
継
承
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る 

こ
の
判
例
変
更
は
特
に
保
険
契
約
法
の
実
務
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
新
し
い
普
通
保
険
契
約
約
款
（
一
八
八
六
年
）

は
、
損
害
査
定
に
関
す
る
条
項
を
改
正
し
て
、
査
定
手
続
の
当
事
者
に
対
す
る
拘
束
力
、
裁
判
所
へ
の
出
訴
禁
止
に
関
す
る
規
定
を
ど
ち
ら
も

撤
回
し 

ま
た
品
質
仲
裁
を
認
定
し
た
下
級
審
判
決
に
お
い
て
も
、
裁
判
所
に
よ
る
取
消
し
の
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
（
ハ
ン
ブ
ル
ク

地
判
一
八
八
四
年
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
高
判
一
八
八
五
年
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
高
判
一
八
八
九
年
。
各
判
旨
の
概
要
は
、
修
道
二
八
巻
二
号
九
三
五
頁
以

下
参
照
）。

　
⑶
　
つ
づ
い
て
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
も
ま
た
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
前
掲
判
例
と
同
様
に
、
い
ず
れ
も
保
険
契
約
上
の
紛
争
に
関

す
る
事
案
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
契
約
約
款
上
の
損
害
査
定
の
定
め
に
基
づ
く
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
、
狭
義
型
の
仲
裁
鑑
定

（

）
１０が
、

（

）
１１た
。
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の
典
型
事
例
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　（
ⅰ
）　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、【
　
】
一
八
八
二
年
三
月
九
日
判
決
で
、
火
災
保
険
契
約
の
保
険
約
款
の
定
め
に
基
づ
く
火
災
損
害
に
関
す
る

１０

鑑
定
人
の
損
害
査
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
契
約
者
が
通
常
裁
判
所
に
保
険
金
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
事
案
で
、
専
門
家
は
、
仲
裁
人
で
は

な
く
、
シ
ー
ズ
マ
ン
（arbitrator
          
）
と
す
る
。
そ
し
て
約
款
に
基
づ
く
本
件
合
意
に
つ
き
、
契
約
当
事
者
が
「
契
約
の
履
行
」
に
関
し
て
価
額

の
査
定
を
評
価
人
の
裁
量
に
委
ね
た
合
意
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
法
源
（1.30

pr.D
ig.de

operis
lib.38,1

         
                     
）
に
よ
る
と
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
契
約

当
事
者
は
、
法
お
よ
び
公
平
に
従
っ
た
専
門
家
の
鑑
定
に
の
み
服
す
る
意
思
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
損
害
を
被
っ
た
当
事
者
は
、
鑑
定
が
恣

意
的
行
為
で
あ
る
、
明
ら
か
に
不
当
で
あ
る
、
高
度
に
不
公
平
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
、
裁
判
官
に
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

右
【
　
】
八
二
年
判
決
は
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
【
５
】
七
一
年
判
決
お
よ
び
【
９
】
七
二
年
判
決
を
引
用
し 

右
合
意
を
仲
裁
鑑

１０

定
人
の
合
意
と
解
し
た
う
え
で
、
ロ
ー
マ
法
源
に
従
い
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
法
お
よ
び
公
平
に
従
っ
た
鑑
定
に
「
の
み
」
服
す
る
と
い
う
の

が
当
事
者
意
思
で
あ
り
、
当
事
者
は
通
常
裁
判
所
で
の
取
消
し
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
先
例
の
考
え
方
を
維
持
し
て
い
る
。

　
な
お
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
本
件
の
シ
ー
ズ
マ
ン
（
仲
裁
鑑
定
人
）
は
「
契
約
の
履
行
」
の
た
め
に
合
意
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

右
任
務
は
、
契
約
の
成
立
ま
た
は
補
充
と
は
言
い
難
い
活
動
と
い
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
判
旨
は
、
ロ
ー
マ
法
源
の
引
用
に
加
え
て
、

仲
裁
判
断
の
取
消
し
と
の
比
較
衡
量
に
よ
っ
て
、
誤
っ
た
事
実
上
の
要
件
を
前
提
に
し
た
仲
裁
鑑
定
に
つ
い
て
も
そ
の
取
消
し
可
能
と
い
う
考

え
方
を
導
い
て
い
る
。

　（
ⅱ
）　
つ
づ
い
て
【
　
】
一
八
八
三
年
判
決
は
、
保
険
証
書
の
鑑
定
人
の
査
定
条
項
に
つ
き
、
特
に
理
由
を
示
す
こ
と
な
く
シ
ー
ズ
マ
ン
と

１１

解
す
る
。
そ
し
て
ロ
ー
マ
法
源
を
引
用
し
て
、
特
定
の
法
律
関
係
の
重
要
な
要
素
の
確
定
に
つ
き
、
シ
ー
ズ
マ
ン
の
確
定
が
重
大
な
侵
害
に
な

る
と
き
、
つ
ま
り
悪
意
の
確
定
や
事
実
に
反
し
た
不
公
平
な
確
定
に
対
し
て
、
裁
判
官
へ
の
出
訴
が
可
能
と
す
る
。
任
務
対
象
を
請
求
権
の
要

（

）
１２て
、
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件
事
実
の
確
定
と
み
た
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
【
５
】
一
八
七
一
年
判
決
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
裁
判
所
へ
の
救
済
に
つ
い
て

は
右
【
　
】
八
二
年
判
決
が
踏
襲
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
本
判
決
は
、
そ
れ
に
続
け
て
、
保
険
契
約
関
係
に
お
け
る

１０

当
事
者
相
互
の
誠
実
さ
を
あ
げ
て
、
出
訴
の
途
の
排
除
合
意
は
「
通
常
の
手
続
」
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の

特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
当
事
者
は
、
明
ら
か
に
事
実
に
反
す
る
仲
裁
鑑
定
を
無
条
件
で
通
用
さ
せ
る
意
思
は
な
い
、
と
い
う
帰
結

が
導
か
れ
る
。
ま
た
本
判
決
は
、
裁
判
官
の
審
理
方
法
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
、
別
の
シ
ー
ズ
マ
ン
の
選
任
を
命
ず
る
か
、
専
門
家
を
審
尋
し

た
う
え
で
自
ら
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

　（
ⅲ
）　
翌
年
の
【
　
】
一
八
八
四
年
判
決
は
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
が
、
当
事
者
の
明
確
な
意
思
に
反
し
て
仲
裁
鑑
定
を
認
定
し
、
し
た
が
っ
て
、

１２

契
約
当
事
者
に
裁
判
所
へ
の
訴
訟
の
途
を
開
い
た
と
評
し
た
判
例
で
あ
る
（
修
道
三
六
巻
二
号
九
九
二
頁
）。
火
災
発
生
後
の
損
害
額
の
査
定

合
意
に
つ
き
、
判
旨
は
、
法
律
関
係
に
と
っ
て
重
要
な
点
の
認
定
を
第
三
者
の
確
定
に
委
ね
た
合
意
で
あ
る
と
し
て
、
右
【
　
】
八
三
年
判
決

１１

と
同
じ
法
律
関
係
の
前
提
事
実
に
つ
い
て
の
確
定
と
い
う
任
務
対
象
を
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
右
合
意
の
解
釈
に
つ
い
て
、
判
旨
は
「
無
条
件

の
拘
束
力
」
な
ど
と
い
う
合
意
の
文
言
か
ら
「
自
由
仲
裁
（arbitriun

m
erum

           
    

）」
の
解
釈
の
可
能
性
を
述
べ
つ
つ
、「
付
随
的
な
事
情
」
か
ら

鑑
定
人
の
「
随
意
の
評
価
」
に
委
ね
る
意
思
は
な
く
、
善
き
人
の
裁
断
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
判
旨
は
、
普
通
法
に
よ
る
と
、
当
事
者
の
意
思

が
疑
わ
し
い
と
き
は
、
当
事
者
は
第
三
者
の
公
平
な
裁
量
に
の
み
依
拠
す
る
意
思
で
あ
り
、
明
ら
か
に
不
公
平
な
査
定
で
、
一
方
当
事
者
を
重

大
に
侵
害
し
な
い
判
断
で
あ
る
こ
と
が
、
当
事
者
の
「
黙
示
の
意
思
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ロ
ー
マ
法
源
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
と

と
も
に
、
約
款
使
用
の
保
険
会
社
に
対
し
て
は
、
判
断
の
取
消
し
不
可
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
、
い
か
な
る
疑
い
も
生

じ
な
い
表
現
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
警
告
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

　（
ⅳ
）　
九
〇
年
代
の
判
例
に
な
る
と
、
ロ
ー
マ
法
源
の
引
用
は
な
く
な
り
、
判
旨
は
保
険
契
約
の
基
本
的
な
思
想
と
も
い
う
べ
き
価
値
を
指
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摘
す
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
そ
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
は
、
当
事
者
相
互
の
「
誠
実
さ
」
を
あ
げ
た
同
裁
判
所
の
【
　
】
１１

八
三
年
判
決
が
先
行
し
、
こ
の
判
決
の
引
用
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
と
同
じ
傾
向
が
示
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。【
　
】
１３

一
八
九
一
年
判
決
は
、
火
災
保
険
の
普
通
保
険
契
約
約
款
に
基
づ
く
火
災
の
損
害
額
の
判
断
に
つ
き
、
専
門
家
が
関
係
を
支
配
す
る
「
善
意
」

に
よ
る
損
害
の
調
査
で
あ
り
、「
誠
実
な
」
善
き
人
の
裁
断
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
反
す
る
明
ら
か
に
不
当
か
つ
不

公
平
な
結
果
に
対
し
て
は
、
裁
判
官
自
身
が
証
拠
調
べ
を
し
て
自
ら
損
害
を
確
定
し
て
よ
い
と
帰
結
す
る
。
ま
た
【
　
】
一
八
九
九
年
判
決
は
、

１４

傷
害
保
険
の
普
通
保
険
約
款
に
基
づ
く
、
保
険
事
故
の
因
果
関
係
を
否
定
し
た
委
員
会
の
判
断
の
拘
束
力
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
で
あ
る
が
、

判
旨
は
、
委
員
会
は
、
法
的
判
断
で
は
な
く
、
傷
害
、
因
果
関
係
と
い
う
事
実
に
関
し
て
仲
裁
鑑
定
人
と
し
て
鑑
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
解

す
る
。
そ
の
任
務
を
法
律
問
題
の
前
提
事
実
と
す
る
点
で
は
、
八
〇
年
代
の
判
例
と
同
じ
考
え
方
に
立
つ
。
そ
し
て
契
約
の
一
方
当
事
者
で
あ

る
保
険
会
社
に
属
す
る
委
員
会
が
下
し
た
判
断
に
つ
い
て
、
判
旨
は
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、「
保
険
契
約
者
の
利
益
」
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る

と
し
て
、
そ
の
拘
束
力
を
否
定
し
て
い
る
。

　（
ⅴ
）　
以
上
み
た
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
先
に
若
干
の
検
討
を
試
み
た
（
修
道
三
六
巻
二
号
九
八
八
頁
以
下
参
照
）。

簡
約
す
る
と
、
同
裁
判
所
の
判
例
は
、「
法
的
紛
争
」
を
判
断
す
る
仲
裁
人
で
は
な
く
、
保
険
事
故
、
損
害
額
、
因
果
関
係
な
ど
の
「
事
実
問

題
」
を
判
断
す
る
仲
裁
鑑
定
人
と
解
す
る
。
解
釈
基
準
と
し
て
は
、
ロ
ー
マ
法
源
や
普
通
法
を
援
用
し
て
善
き
人
の
裁
断
と
解
す
る
判
例
と
、

保
険
契
約
の
基
本
的
な
思
想
を
援
用
す
る
判
例
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
判
例
も
、
出
訴
の
排
除
条
項
が
あ
っ
て
も
、
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴
お

よ
び
そ
の
取
消
し
可
能
性
を
許
容
す
る
点
で
共
通
性
が
あ
る
。

　（
ⅵ
）　
こ
れ
に
対
し
、【
　
】
一
八
八
九
年
判
決
は
、
傷
害
保
険
の
普
通
保
険
契
約
約
款
に
従
っ
て
、
労
働
災
害
の
補
償
額
に
つ
き
専
門
家

１５

委
員
会
が
判
断
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
契
約
者
が
通
常
裁
判
所
に
よ
り
多
額
の
保
険
金
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
事
案
で
、
判
旨
は
、
ラ

─　　─
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イ
ン
法
の
適
用
さ
れ
る
事
件
で
は
事
案
毎
の
解
釈
に
よ
り
当
事
者
意
思
を
探
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
出
訴
の
途
の
排
除
合
意
が
あ

る
と
き
は
、
第
三
者
の
認
定
は
無
条
件
で
基
準
に
な
る
、
右
合
意
は
自
由
仲
裁
（m
erum

arbitrium

 
    
          

）
と
解
さ
れ
る
と
判
示
す
る
。

　
右
判
旨
に
い
う
「
自
由
仲
裁
」
は
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
た
。
第
三
者
ま
た
は
一
方
の
契
約
当
事
者
は
、
自
由
裁

量
ま
た
は
随
意
に
よ
り
判
断
し
、
そ
の
判
断
に
対
し
て
当
事
者
は
通
常
裁
判
所
に
不
服
申
立
て
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
の
枠
内
で
検
討

し
た
判
例
に
お
い
て
、
自
由
仲
裁
が
肯
定
さ
れ
た
判
例
は
多
く
な
く
、
実
務
で
の
そ
の
広
が
り
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
う
る
。
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
は
、【
　
】
一
八
七
五
年
六
月
一
日
判
決
お
よ
び
【
　
】
一
八
七
五
年
一
〇
月
一
七
日
に
お
い
て
、

１６

１８

雇
傭
契
約
の
報
酬
額
の
増
額
分
に
つ
き
、
契
約
の
一
方
当
事
者
に
よ
る
自
由
仲
裁
を
そ
れ
ぞ
れ
肯
定
し
て
い
る
。
特
に
同
裁
判
所
の
【
　
】
六

１６

月
判
決
は
、
先
例
（
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
【
２
】
一
八
五
四
年
判
決
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
【
５
】
一
八
七
一
年
判
決
、
同
裁
判

所
【
９
】
一
八
七
二
年
判
決
）
に
従
っ
て
、
技
師
の
任
務
（
契
約
補
充
型
の
仲
裁
鑑
定
）
か
ら
仲
裁
鑑
定
人
と
解
し
た
う
え
で
、
ロ
ー
マ
法
源

お
よ
び
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
五
章
四
八
条
・
四
九
条
を
根
拠
に
し
て
、
公
平
な
裁
量
で
は
な
く
随
意
に
よ
る
自
由
仲
裁
と
認

定
し
て
い
る
。

　
し
か
し
他
方
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
は
、【
　
】
一
八
七
五
年
一
月
八
日
判
決
に
お
い
て
、
賃
貸
借
契
約
上
の
合
意
に
基
づ
く
賃

２０

貸
人
に
よ
る
建
物
の
補
償
価
格
の
確
定
に
つ
い
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
七
一
条
（
給
付
の
目
的
物
の
確
定
・
履
行
を
義
務
者
の
随
意

に
委
ね
る
旨
の
契
約
は
無
効
）
の
適
用
に
よ
り
そ
の
拘
束
力
を
認
め
て
い
な
い
。
判
旨
は
、
右
合
意
は
随
意
的
で
、
契
約
の
本
質
に
あ
わ
な
い

と
ま
で
指
摘
し
て
い
る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
も
一
般
論
と
し
て
は
自
由
仲
裁
の
合
意
を
許
容
し
て
い
る
が
（【
　
】
一
八
八
四
年
判
決
な
ど
）、
遺

１１

族
へ
の
扶
養
契
約
に
定
め
ら
れ
た
親
族
会
の
扶
養
料
支
払
い
中
止
決
定
（【
　
】
一
八
八
〇
年
四
月
二
三
日
判
決
）、
お
よ
び
夫
婦
間
の
遺
贈
契

２１

約
で
定
め
ら
れ
た
一
方
当
事
者
に
よ
る
相
続
分
の
確
定
（【
　
】
一
八
八
八
年
一
〇
月
九
日
判
決
）
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
自
由
仲
裁
を
定
め

２２

─　　─
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た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　
⑷
　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説

　（
ⅰ
）　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
に
よ
る
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
は
、
法
的
紛
争
を
全
体
的
に
裁
断
す
る
仲
裁
人
（arbiter

       
）
に
対
し
て
、

仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator

          
）
は
事
実
認
定
の
た
め
の
特
別
な
紛
争
解
決
制
度
で
あ
る
と
み
て
い
た
、
と
す 

仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
は
拘
束
力

を
有
す
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
裁
判
所
法
（A
G
O

 
 
 

）
に
よ
り
、
一
定
の
要
件
が
あ
る
と
き
は
取
り
消
さ
れ
た
仲
裁
人
の
判
断

に
比
べ
て
、
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
は
よ
り
強
い
拘
束
力
お
よ
び
終
局
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た
印
象
が
強
い
。
同
法
に
よ
れ
ば
、
仲
裁
人
の
判
断

は
法
的
審
尋
違
反
や
決
定
的
な
ラ
ン
ト
法
違
反
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
た
の
に
対
し
、
手
続
規
定
の
な
い
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
は
そ
う
し
た
コ
ン

ト
ロ
ウ
ル
か
ら
解
放
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
プ
ロ
イ
セ
ン
最
高
法
院
の
判
例
は
、
仲
裁
条
項
に
面
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
を
援
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
の
起
源
は
ロ
ー
マ
法

のarbitrator

 
         

に
あ
っ
た
。a  rbitrator

         

はarbiter

 
      

に
対
立
す
る
。a  rbiter

      

が
法
的
紛
争
を
全
体
的
に
判
断
す
る
の
に
対
し
、arbitrator

 
         

の
判

断
は
、
契
約
当
事
者
の
双
務
的
な
権
利
義
務
に
関
す
る
将
来
の
裁
判
官
の
資
料
に
な
る
に
過
ぎ
な
い
個
別
的
な
事
実
に
つ
い
て
拘
束
力
の
あ
る

判
断
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
事
件
数
か
ら
み
て
、
仲
裁
裁
判
権
は
、
一
八
七
〇
年
代
ま
で
は
、
通
常
裁
判
所
に
と
っ
て
不
可
侵
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測

で
き
る
、
と
指
摘
す
る
。

　（
ⅱ
）　
つ
づ
い
て
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
と
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
そ
れ
ぞ
れ
判
例
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
論
証
方
法
に

共
通
性
は
あ
る
も
の
の
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
は
主
た
る
着
眼
点
をarbiter

 
      

とarbitrator
 
         

の
区
別
に
お
い
て
い
た
の
に
対
し
、
ラ
イ
ヒ

裁
判
所
は
主
と
し
て
保
険
法
領
域
の
裁
判
で
、
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator

          
）
の
判
断
を
不
動
の
前
提
に
し
て
い
た
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
と
指

（

）
１３る
。
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摘
す 

　
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
判
例
の
傾
向
は
、
特
に
仲
裁
契
約
の
存
在
を
認
定
し
た
【
８
】
一
八
七
一
年
九
月
判
決
と
そ
の
翌
年
の
【
９
】

一
八
七
二
年
二
月
判
決
に
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
両
事
件
と
も
、
事
件
の
実
情
か
ら
み
て
仲
裁
鑑
定
人
の
裁
断
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
ケ
ー

ス
で
あ
る
。
判
旨
に
よ
る
と
、
仲
裁
人
ま
た
は
仲
裁
鑑
定
人
の
分
類
に
よ
っ
て
法
効
果
が
異
な
る
。
仲
裁
人
の
判
断
は
終
局
的
で
、
仮
に
実
体

的
に
不
当
で
あ
る
、
ま
た
は
高
度
に
不
公
平
で
あ
る
と
し
て
も
、
絶
対
的
な
拘
束
力
を
有
す
る
（
ロ
ー
マ
法
源D

ig.4,8,27,2

 
           

の
引
用
）。
こ
れ

に
対
し
、
仲
裁
鑑
定
人
の
認
定
は
、
明
ら
か
な
不
公
平
を
理
由
に
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
（
ロ
ー
マ
法
源D

ig.38,130;17,2,79

 
                  

の
引
用
）。

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
初
期
判
例
で
あ
る
【
　
】
一
八
八
二
年
判
決
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
の
論
証
が
み
ら
れ
る
。

１０

　
こ
れ
に
対
し
、
そ
れ
以
降
の
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
仲
裁
人
と
仲
裁
鑑
定
人
の
区
別
、
そ
れ
か
ら
生
ず
る
法
効
果
の
違
い
に
つ
い
て
論
じ
な
く

な
る
。
同
裁
判
所
【
　
】
八
三
年
判
決
、【
　
】
八
四
年
判
決
、【
　
】
九
一
年
判
決
が
そ
れ
で
あ
る
。
仲
裁
鑑
定
人
の
制
度
が
、
当
然
の
前
提

１１

１２

１３

に
お
か
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ロ
ー
マ
法
源
（D

ig.17,2,75-80,D
ig.38,1,30

 
                
          
）
の
原
則
で
あ
る
「
公
平
性
の
裁
断
と
取
消
し
可
能
性
」
の
援

用
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
排
斥
さ
れ
る
。
法
的
救
済
の
排
除
条
項
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
当
事
者
の
意
思
は
、【
　
】
八
九
年
判
決
を
除
く
と
、
ず
っ

１５

と
無
視
さ
れ
た
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
に
よ
る
と
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
は
自
ら
の
論
証
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、arbitrator

 
         

の
判
断
へ
の
無
条

件
の
服
従
の
可
能
性
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
可
能
性
が
外
見
上
承
認
で
き
な
け
れ
ば
、
判
例
は
、
法
的
救
済
の
排
除
条
項

は
そ
の
法
的
意
義
を
生
ず
る
こ
と
は
な
く
、
常
に
通
常
裁
判
所
に
よ
る
内
容
審
査
が
認
め
ら
れ
る
と
判
示
し
た
。
従
前
は
拘
束
力
の
あ
る
仲
裁

判
断
と
解
さ
れ
た
合
意
が
、
仲
裁
鑑
定
人
の
合
意
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
判
断
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
法
的
救
済
排
除
条
項
に
示
さ
れ
た
当
事
者
の
意
思
は
事
実
上
無
視
さ
れ
た
。

　（
ⅲ
）　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
に
よ
る
と
、
右
論
議
の
全
体
図
の
な
か
で
法
的
基
礎
の
違
い
は
そ
れ
ほ
ど
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
す 

そ
こ

（

）
１４る
。

（

）
１５る
。
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で
上
記
仲
裁
鑑
定
判
例
で
適
用
さ
れ
た
法
律
を
み
る
と
、
ま
ず
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
の
【
１
】
一
八
八
四
年
判
決
、【
２
】
一
八
五
四

年
判
決
お
よ
び
【
３
】
一
八
七
〇
年
判
決
は
、
い
ず
れ
も
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
適
用
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
つ
づ
く
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事

裁
判
所
【
７
】
一
八
七
九
年
判
決
は
、
普
通
法
の
適
用
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
先
立
つ
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
【
８
】
一
八

七
一
年
判
決
と
【
９
】
一
八
七
二
年
判
決
は
、
普
通
法
を
適
用
し
な
が
ら
、
仲
裁
を
認
定
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の

【
　
】
一
八
七
五
年
三
月
判
決
と
【
　
】
同
年
六
月
判
決
と
な
る
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
法
の
適
用
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事

１７

１６

裁
判
所
の
一
八
八
〇
年
判
決
と
一
八
八
八
年
判
決
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
適
用
地
域
で
明
ら
か
な
不
公
平
に
よ
る
取
消
し
可
能
を
判
示
し
て
い 

　
こ
れ
に
対
し
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
【
　
】
一
八
八
九
年
判
決
は
ラ
イ
ン
法
の
適
用
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
他
の
判
例
と
異
な
り
、
取
消
し
不
可
の

１５

結
論
を
導
い
た
点
で
孤
立
的
な
判
例
と
評
さ
れ
る
。
右
【
　
】
判
決
に
よ
る
と
、
原
審
は
、
ラ
イ
ン
法
の
適
用
を
考
え
な
が
ら
、
ロ
ー
マ
法
源

１５

に
基
づ
い
た
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
【
　
】
一
八
八
三
年
判
決
を
引
用
し
て
い
る
。

１１

　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
に
よ
る
と
、
判
例
は
国
家
の
裁
判
権
に
固
執
す
る
と
い
う
考
え
方
に
た
っ
て
い
た
と
み 

経
済
団
体
は
、
通
常
裁
判
所
へ

の
法
的
救
済
の
途
を
排
除
す
る
旨
の
条
項
に
よ
っ
て
保
険
契
約
者
の
出
訴
を
妨
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
発
展
は
当
初
は
歓
迎
さ
れ
た
が
、

必
然
的
に
ど
こ
か
で
そ
の
限
界
線
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
保
険
会
社
の
普
通
契
約
約
款
は
、
事
実
上
、
保
険
契
約
者
に
対
し
て

国
家
に
よ
る
権
利
保
護
の
強
制
的
な
放
棄
を
意
味
す
る
。
保
険
会
社
に
と
っ
て
、
裁
判
所
へ
の
法
的
救
済
の
可
能
性
が
重
大
な
一
方
的
不
利
益

ま
で
生
ず
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
保
険
契
約
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
条
項
の
認
可
は
そ
の
司
法
保
護
請
求
権
を
奪
わ
れ
る
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。
両
者
の
利
益
衡
量
を
し
た
と
き
、
保
険
会
社
の
実
務
を
否
定
し
つ
つ
、
裁
断
の
取
消
し
可
能
性
を
肯
定
す
る
と
い
う
論

証
が
導
か
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
利
益
法
学
は
一
九
一
五
年
当
時
か
ら
裁
判
官
の
論
証
方
法
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の

で
あ
り
、
当
時
は
ま
だ
そ
の
転
回
に
影
響
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
【
　
】
一
八
八
三
年
判
決
（R

G
Z

 
 
  10   ,   132

   
）
に
み
ら
れ
る
よ
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う
に
、
当
時
は
形
式
的
な
概
念
法
学
に
よ
る
論
証
方
法
が
中
心
で
あ
っ
た
（
以
上
に
つ
い
て
は
、
修
道
三
六
巻
二
号
九
七
二
頁
以
下
参
照
）。

　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
他
方
で
、
取
引
法
領
域
の
判
例
に
変
化
は
み
ら
れ
な
い
と
も
指
摘
す 

そ
の
理
由
と
し
て
、
商
人
の
仲
裁
裁
判
権
で

は
当
事
者
の
力
関
係
は
基
本
的
に
均
衡
が
と
れ
て
お
り
、
商
事
事
件
で
の
仲
裁
判
断
は
当
事
者
に
よ
り
承
認
・
履
行
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情

が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
他
の
取
引
当
事
者
に
よ
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
や
団
体
か
ら
の
除
籍
な
ど
、
間
接
的
な
制
裁
シ
ス
テ
ム
が
効
い
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
仲
裁
鑑
定
法
と
い
う
制
度
に
よ
っ
て
、
い
や
な
仲
裁
判
断
に
対
し
て
、
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び
修

正
を
受
け
る
可
能
性
が
開
か
れ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
仲
裁
人
と
仲
裁
鑑
定
人
の
区
別
に
関
し
て
、「
紛
争
の
裁
断
」
対
「
事
実
認
定
」

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、
法
的
救
済
の
途
を
排
除
す
る
条
項
を
備
え
た
事
実
認
定
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
裁
判
外
で
の
紛
争
の
裁
断
で
あ
っ

て
、
単
に
将
来
の
裁
判
官
の
裁
判
の
基
礎
資
料
だ
け
で
は
な
い
点
を
無
視
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
訴
訟
法
説
の
論
者
も
ま
た
、
こ
の
世
紀
に

判
例
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator

          
）
は
原
則
と
し
て
目
的
的
な
創
造
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。

　（
ⅳ
）　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
説
を
批
判
的
に
考
察
し
た
う
え
で
、
シ
ュ
ロ
ッ
サ
ー
説
（Stein/Jonas/P.Schlosser,ZPO

,

                             
  

IV
/2,20.A

ufl.,1980

  
        
          ,  vor
§1025

          

A
nm
.IV
2
a
bb,R

n.26,S.84f.

  
  
    
          
            
）
が
近
時
主
張
す
る
、
第
三
者
が
既
に
発
生
し
た
ま
た
は
将
来
発
生
す
る

法
的
紛
争
に
介
入
す
る
場
合
、
そ
の
第
三
者
は
常
に
機
能
的
に
仲
裁
人
で
あ
る
と
い
う
見
解
（
機
能
的
仲
裁
人
説
）
こ
そ
が
、
仲
裁
鑑
定
法
の

歴
史
的
な
発
展
に
よ
っ
て
完
全
に
確
認
さ
れ
る
と
評
価
す 

た
だ
し
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
仲
裁
鑑
定
人
が
実
務
上
紛
争
を
完
全
に
解
決
し

て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
仲
裁
人
の
一
部
機
能
と
い
う
よ
り
、
仲
裁
と
仲
裁
鑑
定
の
二
つ
制
度
は
一
致
し
て
い
る
と
解
し
た
方
が
よ
い
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、「
要
式
的
な
仲
裁
裁
判
権
」
と
「
自
由
な
仲
裁
裁
判
権
」
と
い
う
分
類
の
方
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー

説
は
、
こ
う
し
た
二
つ
の
形
式
の
仲
裁
裁
判
権
と
い
う
考
え
方
は
、
イ
タ
リ
ア 

フ
ラ
ン
ス 

と
の
比
較
法
的
考
察
に
よ
っ
て
も
支
持
さ

（

）
１８る
。

（

）
１９る
。

（

）
２０法
、

（

）
２１法
等
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れ
る
と
す 

　
ロ
ー
マ
法
以
来
の
諸
国
の
仲
裁
制
度
の
発
展
や
い
わ
ゆ
る
仲
裁
鑑
定
（
ま
た
非
正
式
仲
裁
）
の
歴
史
に
通
じ
な
い
筆
者
に
と
っ
て
は
、
ヴ
ィ

ン
タ
ー
説
の
論
旨
の
詳
細
ま
で
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
同
説
の
主
張
も
そ
の
概
略
の
素
描
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た

だ
し
筆
者
自
身
も
、
仲
裁
鑑
定
は
、
単
に
証
拠
契
約
な
ど
で
は
な
く
、
契
約
の
成
立
、
条
件
、
履
行
な
ど
を
め
ぐ
る
法
的
紛
争
を
解
決
す
る
手

段
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
が
仲
裁
鑑
定
に
紛
争
解
決
機
能
を
認
め
よ
う
と
す
る
方
向
に
は
同
感
で
あ 

　（
ⅴ
）　
仲
裁
人
と
仲
裁
鑑
定
人
の
区
別
論
議
は
、
判
例
お
よ
び
学
説
に
お
け
る
仲
裁
鑑
定
に
関
す
る
伝
統
的
な
論
議
と
い
え
よ
う
。
ヴ
ィ
ン

タ
ー
説
は
、
仲
裁
人
と
狭
義
型
の
仲
裁
鑑
定
人
の
任
務
は
事
実
上
一
致
し
て
い
る
、
ま
た
自
由
仲
裁
理
論
に
よ
っ
て
仲
裁
判
断
と
の
効
果
は
変

わ
ら
な
い
事
態
が
生
じ
た
こ
と
で
、
学
説
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
満
足
の
い
く
区
別
基
準
の
結
論
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ヴ
ィ

ン
タ
ー
説
の
説
く
と
こ
ろ
を
概
観
す
る
と
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ 

　
第
一
に
、
仲
裁
人
は
当
事
者
間
の
法
的
紛
争
を
判
断
す
る
の
に
対
し
、
仲
裁
鑑
定
人
は
不
完
全
な
契
約
を
完
全
な
も
の
に
す
る
と
い
う
区
別

基
準
で
あ 

こ
の
よ
う
に
そ
の
職
務
の
対
象
な
い
し
内
容
に
よ
り
区
別
す
る
考
え
方
は
、
古
典
的
な
区
別
基
準
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
（
ロ
ー

マ
法
、
イ
タ
リ
ア
法
、
一
九
世
紀
の
立
法
、
普
通
法
学
説
お
よ
び
判
例
）、
理
論
的
立
場
か
ら
み
て
も
、
ま
た
抽
象
的
に
も
正
当
な
区
別
基
準

と
み
ら
れ
る
、
と
評
価
す
る
。
し
か
し
、
狭
義
型
の
仲
裁
鑑
定
の
合
意
に
不
完
全
な
契
約
の
補
充
規
定
（
民
法
三
一
七
条
以
下
）
が
適
用
さ
れ

る
点
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
第
二
に
、
仲
裁
人
は
法
的
紛
争
を
判
断
す
る
の
に
対
し
、
仲
裁
鑑
定
人
は
個
別
的
な
事
実
を
認
定
す
る
と
い
う
区
別
基
準
で
あ
り
、
一
九
世

紀
後
半
に
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
が
導
入
し
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
お
よ
び
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
に
よ
り
展
開
さ
れ 

仲
裁
鑑

定
人
は
専
門
的
な
確
認
を
す
る
だ
け
で
、
法
律
効
果
に
つ
い
て
は
判
断
し
な
い
点
で
、
仲
裁
人
と
の
本
質
的
な
違
い
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し

（

）
２２る
。

（

）
２３る
。

（

）
２４る
。

（

）
２５る
。

（

）
２６た
。
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か
し
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
保
険
契
約
の
損
害
額
の
認
定
合
意
に
お
い
て
、
当
事
者
は
仲
裁
鑑
定
人
に
法
律
効
果
の
判
断
ま
で
期
待
し
て
い
な
い

し
、
債
権
者
は
認
定
さ
れ
た
損
害
額
に
対
す
る
不
服
申
立
て
を
最
初
か
ら
放
棄
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
仲
裁
鑑
定
人
の
拘
束
力
あ

る
認
定
は
、
契
約
当
事
者
の
双
務
的
な
権
利
義
務
に
関
す
る
、
将
来
の
裁
判
官
の
裁
判
の
基
礎
資
料
に
な
る
と
の
説
（【
３
】
プ
ロ
イ
セ
ン
最

上
級
裁
判
所
一
八
五
七
年
判
決
）、
ま
た
当
事
者
の
意
図
は
、
争
い
の
あ
る
事
実
ま
た
は
将
来
争
い
の
生
ず
る
事
実
に
つ
い
て
、
事
前
に
拘
束

力
の
あ
る
鑑
定
を
得
て
お
く
こ
と
で
あ
る
と
の
説
も
、
実
務
上
の
ケ
ー
ス
で
は
事
実
問
題
が
唯
一
の
争
点
で
あ
る
点
を
看
過
し
て
い
る
と
批
判

す
る
。
商
慣
習
や
普
通
保
険
契
約
約
款
に
お
い
て
、
裁
判
所
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
経
済
的
・
技
術
的
な
事
実
問
題
の
判
断
は
、
ま
さ
に
当
該

分
野
の
専
門
家
の
方
が
裁
判
官
よ
り
も
適
格
で
あ
る
が
、
法
律
問
題
の
判
断
は
裁
判
官
が
適
格
で
あ
る
と
の
理
性
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
仲
裁
人
は
法
に
よ
り
、
仲
裁
鑑
定
人
は
公
平
性
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
手
続
お
よ
び
判
断
を
行
う
と
い
う
見
解
が
あ 

こ
れ
は
中
世

イ
タ
リ
ア
法
に
な
っ
て
登
場
し
た
区
別
基
準
で
あ
る
が
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
そ
の
背
景
事
情
と
し
て
、
仲
裁
人
が
国
家
の
裁
判
官
に
接
近
な

い
し
同
化
し
た
こ
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
紛
争
を
裁
断
す
る
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator

          
）
像
が
対
極
に
お
か
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
た
だ

し
、arbitrator

 
         

は
、
同
時
に
、
契
約
補
充
の
機
能
も
有
し
て
い
た
。
そ
こ
で
中
世
イ
タ
リ
ア
法
学
は
、arbitrator

 
         

に
紛
争
解
決
機
能
と
と
も

に
、
契
約
補
充
の
機
能
も
認
め
た
、
む
し
ろarbitrator

 
         

は
、arbiter

 
      

と
違
っ
て
契
約
法
に
由
来
す
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
普
通
法
学
説
は
、

そ
う
し
た
事
情
か
ら
、
仲
裁
契
約
は
仲
裁
人
が
仲
介
す
る
和
解
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
導
い
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
、
歴
史
法
学
派
以
来
、
制
度
を
ロ
ー
マ
法
に
よ
っ
て
捉
え
よ
う
と
い
う
努
力
が
な
さ
れ
た
な
か
で
、arbitrator

 
         

は
契
約

補
充
の
機
能
だ
け
が
承
認
さ
れ
た
。
紛
争
を
裁
断
す
るarbitrator

 
         

の
機
能
は
、
む
し
ろ
普
通
法
の
仲
裁
手
続
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
ド
イ

ツ
の
判
例
お
よ
び
学
説
は
、
紛
争
裁
断
的
な
合
意
を
処
理
す
る
た
め
に
事
実
上
はarbitrator
 
         

制
度
を
適
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
契
約
補
充
と

（

）
２７る
。
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み
る
考
え
方
に
な
お
固
執
し
た
。
か
く
し
て
（
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
こ
れ
をarbiter

 
      

とarbitrator

 
         

の
「
分
極
化
」
と
い
う
）、
仲
裁
人
は
法

秩
序
を
尊
重
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、arbitrator

 
         

に
は
公
平
性
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
見
解
（「
法
」
対
「
公
平
」
と
い

う
区
別
基
準
）
が
有
力
に
な
っ
て
い
っ
た
（
一
七
九
四
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
裁
判
所
法
第
一
編
第
二
章
一
七
一
条
が
そ
の
例
で
あ
る
）。

　
フ
ラ
ン
ス
法
で
も
、arbiter
 
      

と
紛
争
裁
断
のarbitrator

 
         

の
間
で
混
合
が
生
じ
た
。
仲
裁
人
は
「am

icabilis
com
posit

  
            
       

で
あ
り
、
和
解

を
補
充
す
る
と
い
う
見
解
が
生
じ
た
。
一
八
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
仲
裁
裁
判
権
の
拡
大
は
、
国
家
の
司
法
権
の
権
威
を
切
り
崩
す

と
い
う
政
治
的
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
〇
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
民
訴
法
典
は
、
仲
裁
手
続
を
国
家
の
訴
訟
と
大
幅
に
等
置
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
の
明
示
的
合
意
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
裁
判
官
の
手
続
と
の
乖
離
を
許
容
し
た
。
そ
れ
は
裁
判
の
法
発
見
の
基
準

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
仲
裁
人
は
裁
判
官
と
同
様
に
法
規
範
に
拘
束
さ
れ
る
、
た
だ
し
、
当
事
者
が
仲
裁
契
約
中
で
自
由
な
手
続

「am
iable

com
position

  
         
        
」（
公
平
な
裁
断
）
を
明
示
的
に
合
意
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
限
り
で
な
い
旨
規
定
さ
れ
た
（
一
〇
一
九
条
）。
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
仲
裁
裁
判
権
の
実
効
性
は
、am

iable
com
position

 
 
         
        

の
手
続
の
可
能
性
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
。
判
例
お
よ
び
学
説
は
、

am
iable

com
position

  
         
        

の
合
意
に
実
体
法
か
ら
の
解
放
と
と
も
に
、
当
事
者
の
上
訴
の
放
棄
を
認
め
た
。am

iable
com
position

 
 
         
        

の
仲
裁
手

続
が
、
拘
束
力
あ
る
仲
裁
手
続
よ
り
も
は
る
か
に
重
要
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
右
の
よ
う
な
見
解
は
ド
イ
ツ
の
法
律
家
に
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
と
指
摘
す 

ヴ
ィ
ン
タ
ー

説
の
引
用
す
る
学
説
を
み
る
と
、（
ア
）
エ
ル
ト
マ 

、
仲
裁
人
が
ど
の
程
度
に
現
行
法
の
文
言
に
拘
束
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
論
ず
る

際
に
、arbiter

 
      
（
仲
裁
人
）
は
法
原
則
に
従
っ
て
裁
判
す
る
が
、arbitrator

 
         
（
い
わ
ゆ
る
仲
裁
鑑
定
人
）
はam

icabilis
com
positor

 
 
            
        
と
し
て

公
平
性
を
働
か
せ
る
と
す
る
デ
ュ
ラ
ン
テ
ィ
ス
（D

urantis

 
       
）
説
を
基
礎
に
し
て
そ
の
後
の
学
説
は
展
開
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
典
に
お
い
て
も

法
規
制
が
行
わ
れ
た
と
指
摘
し
て
、
前
掲
フ
ラ
ン
ス
民
訴
法
一
〇
一
九
条
に
つ
い
て
、
本
来
の
仲
裁
人
は
、arbitrator

 
          
やam

iable
com
positor

 
 
         
        

（

）
２８

er   
」（

）
２９る
。

（

）
３０ン
は
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と
は
異
な
り
、
法
秩
序
の
規
制
か
ら
は
解
放
さ
れ
な
い
、
し
か
し
当
事
者
は
仲
裁
人
を
そ
れ
か
ら
解
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
、

仲
裁
人
は
も
は
や
仲
裁
人
と
は
い
え
ず
、
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator

          
）
に
な
る
、
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
エ
ル
ト
マ
ン
説
は
、
一
八
七
四
年
の

ラ
イ
ヒ
民
事
訴
訟
法
草
案
の
理
由
書
（
後
掲
（
ウ
））
を
批
判
し
て
、arbitrator

 
         
（am

iable
com
positor

  
         
       
）
概
念
は
、
普
通
法
お
よ
び
フ
ラ
ン

ス
法
で
も
、
真
の
仲
裁
人
と
は
反
対
の
も
の
と
し
て
発
展
し
、
概
念
的
に
両
者
の
間
に
は
乗
り
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
対
立
関
係
が
存
す
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

　（
イ
）　
エ
ケ
ル
ト
説
は
、「
仲
裁
人
＝
法
、
仲
裁
鑑
定
人
＝
公
平
」
と
い
う
区
別
基
準
は
、
デ
ュ
ラ
ン
テ
ィ
ス
説
の
正
当
な
区
別
基
準
（
仲

裁
人
＝
紛
争
の
裁
判
、
仲
裁
鑑
定
人
＝
契
約
）
を
背
後
に
押
し
や
っ
た
と
批
判
す
る
。
そ
の
結
果
、
仲
介
的
な
活
動
を
委
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多

いarbitrator

 
         

が
、
当
事
者
か
ら
法
原
則
の
遵
守
を
免
除
さ
れ
た
仲
裁
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　（
ウ
）　
と
こ
ろ
で
、
エ
ル
ト
マ
ン
説
が
「
非
常
に
極
端
な
個
人
主 

と
批
判
し
た
一
八
七
四
年
の
ラ
イ
ヒ
民
事
訴
訟
法
（
Ｃ
Ｐ
Ｏ
）
草
案

の
理
由 

こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
当
事
者
は
、
仲
裁
裁
判
所
に
服
す
る
こ
と
で
法
的
紛
争

の
自
由
な
取
扱
い
を
望
ん
で
い
る
旨
を
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
事
者
が
訴
訟
手
続
の
遵
守
を
期
待
で
き
な
い
よ
う
な
人
物
を
仲
裁
人
に

指
名
し
て
い
る
と
き
は
、
特
に
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
訟
手
続
に
つ
い
て
仲
裁
人
に
自
由
な
立
場
を
認
め
、
訴
訟
規
定
の
遵
守
か
ら

解
放
す
る
、
当
事
者
を
事
前
に
審
尋
せ
ず
、
紛
争
の
基
礎
た
る
事
実
関
係
を
事
前
に
調
査
し
な
い
で
仲
裁
判
断
を
下
す
こ
と
を
一
般
的
に
義
務

づ
け
る
の
が
、
仲
裁
契
約
の
本
質
に
一
致
す
る
。

　
②
ま
た
当
事
者
は
、
仲
裁
裁
判
所
の
判
断
の
合
意
に
よ
り
、
実
定
法
の
適
用
か
ら
生
ず
る
困
難
や
混
乱
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
当
事
者
は
、
仲
裁
人
が
良
心
的
な
心
証
に
よ
り
確
定
す
る
権
利
が
自
ら
に
属
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
が
仲

裁
人
の
職
務
を
法
律
に
通
じ
な
い
人
物
に
委
ね
た
場
合
、
当
事
者
は
原
則
と
し
て
仲
裁
人
を
紛
争
の
友
好
的
仲
介
人
（
調
停
人
）
と
み
な
す
こ

（

）
３１義
」

（

）
３２書
は
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と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
仲
裁
契
約
の
目
的
は
、
原
則
と
し
て
、
仲
裁
人
が
判
断
に
当
た
り
民
法
規

定
を
基
準
と
す
る
の
を
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
場
合
に
の
み
、
達
成
さ
れ
る
。

　
右
理
由
書
に
対
し
て
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
一
八
世
紀
末
ま
で
の
普
通
法
の
観
点
が
そ
こ
に
正
確
に
再
現
さ
れ
て
い
る
と
評
す 

す
な
わ

ち
、arbitrator

 
         

な
い
しam

icabilis
com
positor

 
 
            
       

に
基
づ
く
仲
裁
人
像
で
あ
る
。
そ
し
て
偏
見
な
き
観
察
者
が
み
れ
ば
、
こ
れ
は
仲
裁
鑑
定

人
が
い
わ
れ
て
い
る
と
解
し
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｏ
民
訴
法
の
理
由
書
は
、
仲
裁
手
続
に
関
す
る
第
一
〇
編
の
総
論
部
分
で
は
、

仲
裁
人
（arbiter

       
）
と
区
別
さ
れ
る
査
定
人
（Schatzungsm
anner

           
     
）（arbitrator

          
）
を
あ
げ
て
、
そ
れ
に
関
す
る
実
体
法
規
に
は
言
及
し
な

い
と
述
べ
て
い 

し
た
が
っ
て
、
起
草
者
は
右
理
由
書
で
仲
裁
鑑
定
人
を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
民
法
の
理

由 

、
草
案
三
五
七
条
（
三
一
七
条
・
三
一
九
条
）
に
関
し
て
、
善
き
人
の
裁
断
（arbitrium

boniviri

         
          
）
の
た
め
の
解
釈
規
定
と
考
え
う

る
根
拠
は
こ
こ
に
も
妥
当
す
る
、
第
三
者
は
仲
裁
人
で
は
な
く
、
当
事
者
に
代
わ
っ
て
確
定
し
契
約
意
思
を
補
充
す
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
、
第
三
者
の
確
定
は
善
き
人
の
裁
断
（arbitrium

boniviri

         
          
）
に
な
ら
っ
て
、
不
公
平
を
理
由
に
取
り
消
さ
れ
る
と
き
は
、
判
決
に
よ
る
修

正
に
服
す
る
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
民
訴
法
一
〇
三
四 

仲
裁
人
を
手
続
規
定
の
拘
束
か
ら
解
放
し
て
お
り
、「
法
」
対
「
公
平
」
と
い
う
区
別
基
準
は

民
訴
法
の
施
行
以
来
も
は
や
通
用
し
な
い
と
す 

こ
れ
に
対
し
、
実
体
法
の
拘
束
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
っ
た 

今
日
で
は
当
事
者
の
意

思
が
基
準
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
の
意
思
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
の
基
準
が
な
お
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
ヴ
ィ
ン
タ
ー

説
は
、
仲
裁
鑑
定
に
関
す
る
判
例
は
、
実
は
「
法
」
と
「
公
平
」
の
概
念
に
つ
い
て
特
に
区
別
し
て
い
な
い
と
指
摘
す 

現
に
、【
７
】
ラ

イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
九
年
（
修
道
二
八
巻
二
号
九
二
二
頁
）
や
【
　
】
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
二
年
判
決
（
修
道
三
六
巻
二
号
九
九

１０

八
頁
）
は
、
当
事
者
は
、
鑑
定
が
「
法
お
よ
び
公
平
」
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
前
提
で
そ
れ
に
服
す
る
旨
判
示
し
て
い
る
。 （

）
３３る
。

（

）
３４る
。

（

）
３５書
も

（

）
３６条
が（

）
３７る
。

（

）
３８が
、

（

）
３９る
。
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仲
裁
と
の
区
別
基
準
の
問
題
に
つ
い
て
、
最
近
の
あ
る
学
説
は
、
近
時
の
判
例
は
そ
れ
を
扱
わ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
国
際
取
引
や
国
内
取
引
に
お
い
て
、
紛
争
に
つ
い
て
は
国
家
の
裁
判
所
が
判
断
す
る
か
、
そ
れ
と
も
仲
裁
裁
判
所
が
判
断
す
る
か
は
契
約

上
、
明
示
的
に
規
定
さ
れ
、
手
続
規
定
に
つ
い
て
個
別
交
渉
に
委
ね
ら
れ
る
（
ア
ド
ホ
ッ
ク
仲
裁
）
こ
と
は
減
っ
て
、
む
し
ろ
常
設
仲
裁
機
関

の
仲
裁
裁
判
所
規
則
が
引
用
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す 

他
方
で
、
比
較
法
的
な
考
察
か
ら
ど
こ
の
国
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
完

全
な
解
決
策
を
見
出
し
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
学
説
も
あ 

　
⑸
　
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
仲
裁
鑑
定

　（
ⅰ
）　
前
掲
学 

、
仲
裁
鑑
定
は
ド
イ
ツ
法
の
実
務
で
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
民
法
や
民
訴
法
に
お
い
て
直
接

触
れ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
影
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
。
仲
裁
鑑
定
は
仲
裁
手
続
に
関
す
る
教
科
書
、
ま
た
民
法
や
民
訴
法
の
教
科
書

で
少
し
言
及
さ
れ
る
程
度
の
扱
い
で
あ
り
、
仲
裁
鑑
定
法
に
関
す
る
明
確
な
理
論
（
ド
グ
マ
）
は
発
展
せ
ず
、
判
例
も
類
推
解
釈
や
一
般
的
な

衡
量
に
よ
っ
て
適
切
な
解
決
策
を
み
つ
け
よ
う
と
し
て
き
た
の
で
あ 

と
。
こ
の
学
説
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
責
任
は
ド
イ
ツ
の
立
法
者

の
懈
怠
に
あ
っ
た
と
み
る
。
一
九
世
紀
の
私
法
典
の
編
纂
の
際
、
仲
裁
鑑
定
は
い
わ
ば
無
人
地
帯
と
い
え
る
領
域
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
ヒ
民
事
訴

訟
法
（
Ｃ
Ｐ
Ｏ
）
の
起
草
者
は
、
仲
裁
鑑
定
を
実
体
法
上
の
制
度
と
み
て
い
た
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
法
規
制
の
権
限
は
な
い
と
考
え
て
い

た
し
、
民
法
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
草
案
で
は
第
三
者
に
よ
る
契
約
補
充
の
み
が
注
目
さ
れ
、
ワ
イ
ズ
マ
ン
の
当
時
の
批
判
が
容
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

三
五
五
条
以
下
（
現
行
法
は
三
一
七
条
以
下
）
に
給
付
の
確
定
に
関
す
る
法
規
制
を
定
め 

そ
の
後
、
一
九
〇
八
年
の
保
険
契
約
法
（
Ｖ
Ｖ

Ｇ
）
六
四
条
お
よ
び
一
八
四
条
が
初
め
て
確
認
型
の
仲
裁
鑑
定
（
狭
義
型
の
仲
裁
鑑
定
）
に
関
し
て
、
部
分
的
に
は
民
法
三
一
九
条
に
類
似
し

た
法
規
制
を
し
た
の
で
あ 

と
す
る
。

　（
ⅱ
）　
仲
裁
鑑
定
の
最
近
の
利
用
状 

で
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
右
に
指
摘
さ
れ
た
法
文
は
現
行
ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
に
関
す
る
基

（

）
４０る
。

（

）
４１る
。

（

）
４２説
は

（

）
４３る
、

（

）
４４た
。

（

）
４５る
、

（

）
４６況
ま
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本
的
な
規
定
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
概
観
し
て
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
民
法
三
一
五
条
な
い
し
三
一
九
条
は
、
一
方
の
契
約
当
事
者
に

よ
る
（
三
一
五
条
以
下
）、
ま
た
は
第
三
者
に
よ
る
（
三
一
七
条
）
給
付
の
確
定
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
。
債
務
関
係
は
当
該
給
付
が
充

分
に
確
定
さ
れ
て
い
る
と
き
に
限
り
、
法
律
上
有
効
に
成
立
す
る
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
る
が
（
民
法
一
五
四
条
一
項
一
文
）、
右
三
一
五
条

以
下
は
そ
の
例
外
を
定
め
て
い 

判
例
お
よ
び
通
説
的
見
解
（
実
体
法
説
）
は
、
民
法
三
一
七
条
以
下
に
い
う
「
第
三
者
」
を
仲
裁
鑑
定
人

（arbitrator

          
）
に
準
ず
る
も
の
ま
た
は
そ
れ
に
類
似
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
、
右
規
定
を
適
用
な
い
し
準
用
し
て
き
た
（
広
義
型
の
仲
裁
鑑 

。

　（
ⅲ
）　
ま
ず
、
民
法
三
一
五
条
お
よ
び
三
一
六
条
は
、
契
約
当
事
者
の
一
方
に
よ
る
給
付
の
確
定
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
①
給
付
が
契
約
の

一
方
当
事
者
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
確
定
は
公
平
な
裁
量
に
よ
り
な
さ
れ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
民
法

三
一
五
条
一
項
）。
そ
の
確
定
は
、
相
手
方
に
対
す
る
意
思
表
示
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
（
同
条
二
項
）。
そ
し
て
給
付
の
確
定
が
一
方
当
事
者
の

公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
場
合
に
、
当
該
確
定
が
公
平
な
も
の
で
あ
る
と
き
の
み
、
相
手
方
当
事
者
に
対
し
て
拘
束
力
を
有
す
る

（
同
条
二
項
一
文
）。
し
か
し
、
当
該
確
定
が
公
平
な
も
の
で
な
い
と
き
は
、
確
定
は
判
決
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
、
ま
た
、
当
該
確
定
が
遅
延
し

た
と
き
も
、
同
様
で
あ
る
（
同
条
二
項
前
段
・
後
段
）。

　
理
由
書
（M

otive

 
     
）
に
よ
る
と
、
給
付
の
確
定
を
債
務
者
の
随
意
（W

illkür

 
      
）
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
契
約
の
要
素
で
あ
る
債
務
者

の
義
務
を
欠
く
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
契
約
に
よ
っ
て
契
約
上
の
給
付
の
確
定
を
一
方
の
契
約
当
事
者
の
裁
量
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
る
と

す 

立
法
例
や
判
例
が
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い 

草
案
三
五
三
条
一
項
（
現
行
三
一
五
条
一
項
）
は
、
そ
の
種
の
契
約
を
維
持
す
る
た
め
、

か
つ
推
定
さ
れ
る
当
事
者
意
思
に
応
じ
て
、
右
契
約
の
場
合
、
一
方
当
事
者
は
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
（arbitrium

boniviri

         
          
）
確
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
解
釈
規
定
（Interpretationsregel

                    
）
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
す
る
。
理
由
書
が
引
用
す
る
判
例
の
う
ち
、
ラ
イ
ヒ
高
等

商
事
裁
判
所
の
一
八
七
四
年
判
決
（R

O
H
G
E
11,S.375ff.

 
 
 
 
 
             
修
道
三
七
巻
一
号
四
四
九
頁
注
　
）、【
　
】
一
八
七
五
年
六
月
判
決
（
修
道
三
七

１５

１６

（

）
４７る
。

（

）
４８定
）

（

）
４８る
。

（

）
５０る
。
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巻
一
号
四
七
八
頁
）、【
　
】
同
年
一
〇
月
判
決
（
修
道
三
七
巻
一
号
四
六
九
頁
）
に
つ
い
て
は
先
に
検
討
し
た
。

１８

　
最
近
の
学 

よ
る
と
、
一
方
当
事
者
の
給
付
の
確
定
は
契
約
の
正
当
性
保
障
を
欠
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
法
律
は
原
則
的
場
合
に
つ

い
て
、
確
定
権
限
の
あ
る
当
事
者
の
権
限
を
制
限
し
て
、「
公
平
な
裁
量
」（
一
項
）
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
公
平
な
裁
量
に
適
っ
た
確

定
の
み
が
拘
束
力
を
有
し
、
公
平
で
な
い
確
定
ま
た
は
確
定
が
遅
延
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
の
判
決
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ

し
、
当
事
者
は
合
意
に
よ
っ
て
裁
判
所
で
は
な
く
、
仲
裁
人
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
も
で
き
る
と
解
さ
れ 

　
一
項
は
当
事
者
の
意
思
が
「
疑
わ
し
い
場
合
」
の
解
釈
規
定
で
あ
り
、
当
事
者
は
そ
れ
と
異
な
る
合
意
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
特
に
公
平

基
準
に
縛
ら
れ
な
い
裁
量
に
よ
る
確
定
、
す
な
わ
ち
確
定
す
る
当
事
者
の
自
由
な
随
意
（freiem

B
elieben

      
  
       
）
に
委
ね
る
こ
と
も
で
き
る
と
解

さ
れ
て
い 

　
②
給
付
に
対
し
て
約
束
さ
れ
た
反
対
給
付
の
範
囲
が
確
定
し
て
い
な
い
場
合
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
確
定
権
限
は
反
対
給
付
を
請
求
し
う
る

当
事
者
に
帰
属
す
る
（
三
一
六
条
）。
理
由
書
に
よ
る
と
、
売
買
・
請
負
契
約
な
ど
の
双
務
契
約
で
、
一
方
の
給
付
は
確
定
し
て
い
る
が
、
反

対
給
付
は
そ
の
範
囲
を
考
慮
し
て
確
定
し
な
い
ま
ま
に
お
か
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
取
引
上
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
事
案
で
あ
り
、
同
条
（
草
案
三
五

四
条
）
は
、
反
対
給
付
の
大
き
さ
の
確
定
に
つ
い
て
、
当
該
反
対
給
付
を
履
行
す
べ
き
契
約
当
事
者
の
裁
量
に
委
ね
る
と
い
う
趣
旨
の
特
別
な

解
釈
規
定
で
あ
っ
て
、
取
引
慣
行
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す 

ハ
イ
レ
ヴ
ェ
ル
の
請
負
・
雇
傭
給
付
の
報
酬
額
に
つ
き
、
債
権
者
が
確

定
す
る
場 

ど
も
そ
れ
に
該
当
す
る
。

　
本
条
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
草
案
か
ら
現
行
法
ま
で
の
立
法
過
程
で
法
文
の
表
現
に
変
遷
が
み
ら
れ
る 

そ
れ
ら
を
検
討
す
る
余
裕
は
な

い
。

　（
ⅳ
）　
つ
ぎ
に
、
民
法
三
一
七
条
な
い
し
三
一
九
条
は
、
第
三
者
に
委
ね
た
給
付
の
確
定
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
①
給
付
の
確
定
が
第
三
者

（

）
５１説
に

（

）
５２る
。

（

）
５３る
。

（

）
５４る
。

（

）
５５合
な

（

）
５６が
、
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に
委
ね
ら
れ
た
場
合
に
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
確
定
は
、
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
三
一
七

条
一
項
）。
理
由
書
（M

otive

 
     
）
に
よ
る
と
、
契
約
に
お
い
て
給
付
の
確
定
は
一
人
ま
た
は
複
数
の
第
三
者
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
契
約

当
事
者
が
第
三
者
と
す
べ
き
人
物
に
つ
い
て
ま
だ
合
意
が
で
き
て
い
な
い
、
む
し
ろ
そ
の
指
名
を
留
保
し
て
い
る
限
り
、
契
約
の
重
要
部
分
に

つ
い
て
の
合
意
は
な
く
、
契
約
は
ま
だ
締
結
さ
れ
て
い
な
い
。
第
三
者
の
裁
量
は
、
後
掲
三
五
七
条
（
現
行
三
一
九
条
一
項
に
相
当
）
の
解
釈

規
定
（Interpretationsregel

                    
）
が
示
す
よ
う
に
、
純
粋
な
（reines

      
）
裁
量
か
そ
れ
と
も
公
平
な
裁
量
で
あ
る
。
理
由
書
は
再
度
、
ラ
イ
ヒ
高

等
商
事
裁
判
所
の
【
　
】
一
八
七
五
年
六
月
判
決
（
修
道
三
七
巻
一
号
四
七
八 

を
引
用
す
る
。
引
用
は
な
い
が
、
同
裁
判
所
の
【
７
】
一

１６

八
七
九
年
判
決
、【
９
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
二
年
判
決
（
普
通
法
に
関
す
る
傍
論
判
旨
部
分
）
も
先
例
に
な
ろ
う
。

　
本
条
は
、
第
三
者
の
確
定
権
行
使
の
た
め
の
内
容
的
基
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
確
定
権
限
が
い
か
な
る
第
三
者
に
属
す
る
か
に
つ
い
て

は
規
定
し
て
い
な 

　
理
由
書
に
よ
る
と
、
第
三
者
は
当
事
者
か
ら
特
別
な
信
頼
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
そ
う
し
た
場
合
（
つ
ま
り
、
第
三
者
が

確
定
で
き
な
い
場
合
や
そ
の
意
思
が
な
い
場
合
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）、
契
約
は
成
立
し
な
い
（zerfallen

         
）
に
相
違
な
い
と
す 

ま
た
理
由

書
は
、
第
三
者
は
確
定
の
義
務
を
負
わ
な
い
と
し
て
、
草
案
は
当
事
者
と
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
述
べ
ず
、
契
約
が
第
三
者
の
判
断
に
よ
っ

て
（
解
除
的
にresolutive

 
          
ま
た
は
停
止
的
にsuspensive

 
         
）
条
件
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
み
る
べ
き
か
は
学
説
お
よ
び
実
務
に
委
ね
る
、
と
述

べ
て
い 

な
お
、
第
三
者
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
義
務
を
前
提
に
論
ず
る
当
時
の
学 

み
ら
れ
る
し
、
特
に
仲
裁
鑑
定
人
契
約
の
法
的
性

質
に
関
す
る
議
論
で
は
仲
裁
鑑
定
人
の
義
務
を
肯
定
す
る
学 

み
ら
れ
る
。
ま
た
後
者
の
点
は
、【
３
】
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
一
八

五
七
年
判
決
、【
５
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
一
年
と
と
も
に
、
キ
ッ
シ
ュ
説
が
条
件
説
を
主
張
し
て
い
る
（
修
道
三
六
巻
二
号
九

八
一
頁
）。

（

）
５７頁
）

（

）
５８い
。

（

）
５９る
。

（

）
６０る
。

（

）
６１説
も

（

）
６２説
も
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理
由
書
に
よ
る
と
、
第
三
者
の
確
定
は
、
当
事
者
の
合
意
に
代
わ
り
、
契
約
当
事
者
の
心
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
組
合
契
約
中
の
報
酬
額

の
確
定
を
仲
裁
人
の
判
断
と
解
し
た
判
例
で
あ
る
が
、【
８
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
九
一
年
判
決
が
仲
裁
鑑
定
人
を
右
フ
レ
ー
ズ
で

評
し
て
い
る
（
修
道
二
八
巻
二
号
九
二
五
頁
）。
最
近
の
あ
る
民
法
学
説
は
、
第
三
者
に
よ
る
確
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
当
事
者
が
契
約
関
係

と
そ
の
処
理
の
た
め
に
基
準
と
な
る
事
情
を
確
実
に
見
通
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
第
三
者
の
利
害
関
係
の
な
い
立
場
に
注
目

し
て
、
未
確
定
部
分
に
つ
き
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
判
断
に
期
待
す
る
場
合
、
仲
裁
鑑
定
契
約
に
関
し
て
、
第
三
者
に
個
々
の
対
立
点
の
紛
争
裁
断

機
能
が
付
与
さ
れ
る
場
合
を
指
摘
す 

　
本
条
も
解
釈
規
定
で
あ
っ
て
、
当
事
者
が
別
の
合
意
、
特
に
第
三
者
に
随
意
に
よ
る
給
付
確
定
を
委
ね
る
合
意
（
後
掲
三
一
九
条
二
項
参
照
）

を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
解
さ
れ 

　
②
確
定
が
複
数
の
第
三
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
場
合
に
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
全
員
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
金
額
を
確
定
す

べ
き
場
合
に
、
異
な
っ
た
金
額
が
確
定
さ
れ
た
と
き
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
そ
の
平
均
額
が
基
準
に
な
る
（
三
一
七
条
二
項
前
段
・
後
段
）。

理
由
書
は
、
合
目
的
的
で
あ
る
と
い
う
理
由
を
あ
げ
て
、
複
数
の
第
三
者
が
金
額
に
つ
い
て
一
致
で
き
な
い
場
合
の
例
外
的
規
定
で
あ
り
、
プ

ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
一
一
章
第
一
節
五
〇
条
（
修
道
二
八
巻
一
号
一
七
頁
参
照
）
な
ど
当
時
の
新
し
い
法
典
に
一
致
し
た
内
容

で
あ
り
、
契
約
当
事
者
の
通
常
の
意
思
に
も
合
致
し
て
い
る
と
す
る
。【
２
】
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
一
八
五
四
年
判
決
や
【
５
】
ラ
イ

ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
一
年
判
決
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
平
均
額
」
が
基
準
に
な
る
旨
判
示
し
て
い
る
。

　
③
第
三
者
に
委
ね
ら
れ
た
給
付
の
確
定
も
、
契
約
の
一
方
当
事
者
に
対
す
る
意
思
表
示
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
（
民
法
三
一
八
条
一
項
）。
た

だ
し
、
錯
誤
、
強
迫
ま
た
は
悪
意
の
詐
欺
を
理
由
と
し
て
、
契
約
当
事
者
の
み
が
当
該
確
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
取
消
し
の
相
手
方

と
な
る
の
は
、
契
約
の
も
う
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
（
三
一
八
条
二
項
前
段
・
後
段
）。
取
消
し
は
、
取
消
権
を
有
す
る
当
事
者
が
取
消
事
由

（

）
６３る
。

（

）
６４る
。
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を
知
っ
た
の
ち
に
、
遅
滞
な
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
一
八
条
二
項
二
文
）。
し
か
し
、
確
定
か
ら
三
〇
年
が
経
過
し
た
と
き
は
、
取

消
し
は
で
き
な
い
（
三
一
八
条
二
項
三
文
）。
こ
れ
は
当
初
の
草 

は
な
く
、
第
二
読
会
で
提
出
さ
れ
た
法
案
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ 

第
三
者
の
意
思
表
示
は
契
約
当
事
者
に
対
し
て
権
利
義
務
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
間
の
契
約
関
係
を
補
充
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

第
三
者
の
意
思
の
瑕
疵
を
理
由
と
す
る
取
消
権
は
、
契
約
の
一
方
当
事
者
だ
け
に
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
理
由
か
ら
、
取
消
し
の
相
手
方

は
常
に
他
方
の
契
約
当
事
者
と
な 

　
最
近
の
学
説
に
よ
る
と
、
第
三
者
の
給
付
確
定
は
、
一
方
的
な
受
領
を
要
す
る
法
律
行
為
、
意
思
表
示
を
含
む
法
律
行
為
と
解
さ
れ 

当

事
者
か
ら
与
え
ら
れ
た
信
頼
的
立
場
か
ら
し
て
、
第
三
者
は
自
ら
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

一
項
は
確
定
の
意
思
表
示
の
到
達
に
つ
い
て

の
特
別
規
定
で
あ
り
、
取
消
し
は
当
事
者
全
員
で
は
な
く
、
契
約
の
一
方
当
事
者
に
対
し
行
え
ば
よ
い
と
さ
れ 

　
右
規
定
は
仲
裁
鑑
定
に
も
準
用
さ
れ
、
契
約
当
事
者
の
一
方
へ
の
通
知
と
と
も
に
仲
裁
鑑
定
は
そ
の
拘
束
力
を
生
じ
、
そ
れ
以
降
は
原
則
と

し
て
撤
回
す
る
こ
と
は
で
き
な 

　
④
第
三
者
が
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
給
付
を
確
定
す
べ
き
場
合
に
、
当
該
確
定
が
、
明
ら
か
に
公
平
で
は
な
い
と
き
は
、
契
約
当
事
者
に
対

し
て
拘
束
力
を
有
し
な
い
（
三
一
九
条
一
項
一
文
）。
そ
の
場
合
に
、
給
付
の
確
定
は
判
決
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
、
ま
た
、
第
三
者
が
確
定
で

き
な
い
、
ま
た
は
確
定
の
意
思
が
な
い
、
も
し
く
は
確
定
を
遅
延
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
（
三
一
九
条
一
項
二
文
前
段
・
後
段
）。

　
理
由
書
は
、
右
一
項
一
文
の
解
釈
規
定
は
す
で
に
普
通
法
で
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
プ
ロ
イ
セ
ン
法
を
除
い
て
、
ザ
ク
セ
ン
民
法
（
八
〇

二
条
、
八
〇
四
条
）
な
ど
の
法 

も
規
定
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（
第
一
編
第
一
一
章
四
八
条
・
四
九
条
。
修

道
二
八
巻
一
号
一
六
頁
、
三
七
巻
一
号
四
五
一
頁
注
４
参
照
）
で
は
売
買
価
格
の
確
定
に
つ
き
第
三
者
の
自
由
仲
裁
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

プ
ロ
イ
セ
ン
法
で
他
の
場
合
に
も
自
由
仲
裁
が
推
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
も
指
摘
す 

理
由
書
は
、
善
き
人
の
裁
断
（arbitrium

         
 

（

）
６５案
で

（

）
６６る
。

（

）
６７る
。

（

）
６８る
。

（

）
６９い
。

（

）
７０る
。

（

）
７１い
。

（

）
７２典
で

（

）
７３る
。
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boniviri

         
）
と
解
釈
す
る
正
当
化
根
拠
は
、
草
案
三
五
三
条
・
三
五
四
条
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
旨
を
指
摘
し
て
い
る
。
原
文
の
文
意
は
筆
者

に
と
っ
て
必
ず
し
も
明
晰
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
前
掲
・
引
用
判
例
に
お
い
て
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
が
い
う
、
当
事
者
意
思
は
第
三
者

の
誠
実
さ
と
良
心
を
信
頼
し
て
、
そ
の
「
客
観
的
な
判
断
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
（【
　
】
一
八
七
五
年
六
月
判
決
、【
　
】
同
年
一
〇
月
判
決

１６

１８

参
照
）
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
解
し
て
お
き
た
い
。

　
第
三
者
は
仲
裁
人
で
は
な
く
、
契
約
当
事
者
の
心
で
確
定
し
、
契
約
意
思
を
補
充
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
確
定
は
、
善
き
人

の
裁
断
（arbitrium

boniviri

         
          
）
と
同
様
、
不
公
平
に
よ
る
取
消
し
の
場
合
に
判
決
に
よ
る
修
正
に
服
す
る
。
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
【
７
】

一
八
七
九
年
判
決
は
、「
法
お
よ
び
公
平
」
を
判
断
基
準
に
あ
げ
て
い
る
点
を
除
け
ば
、
そ
の
先
例
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
方
当
事
者
の
給
付
確
定
の
場
合
（
三
一
五
条
三
項
）
と
異
な
り
、
法
文
は
、
第
三
者
の
給
付
確
定
が
「
明
ら
か
に
公
平
で
な

い
（offenbar

unbillig

                 
）」
と
き
に
、
当
該
確
定
は
拘
束
力
を
有
し
な
い
と
す
る
。
最
初
の
草
案
は
一
方
当
事
者
の
確
定
の
場
合
と
同
じ
文
言

（
つ
ま
り
、
単
に
「
公
平
で
は
な
い
」
場
合
）
を
採
用
し
て
い
た 

第
二
読
会
の
委
員
会
が
「
明
ら
か
に
」
と
い
う
文
言
を
付
加
し
た
も
の

で
あ
る
。
議
事
録
（Protokolle

          
）
は
、
こ
れ
は
普
通
法
や
フ
ラ
ン
ス
法
に
な
ら
っ
た
規
制
で
あ
り
、
合
目
的
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い 

右
変

更
に
よ
っ
て
第
三
者
の
給
付
確
定
の
取
消
し
は
、
よ
り
難
し
く
な
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
最
近
の
学
説
に
よ
る
と
、
第
三
者
に
つ
い
て
は
、
独
立

性
、
中
立
性
お
よ
び
客
観
性
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
給
付
に
直
接
利
害
関
係
を
も
つ
当
事
者
の
確
定
よ
り
も
公
平
な
確
定
が
期
待
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
者
の
介
入
は
紛
争
の
回
避
に
あ
り
、
低
い
レ
ヴ
ェ
ル
の
疑
問
を
許
さ
ず
、
か
く
し
て
訴
訟
リ
ス
ク
を
回
避
し

よ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
、
と
も
い
わ
れ 

そ
こ
で
、
当
事
者
の
一
方
に
よ
る
給
付
の
確
定
の
場
合
、
確
定
の
拘
束
力
を
主
張
す
る
当
事
者

が
公
平
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
本
条
に
よ
れ
ば
、
そ
の
確
定
を
認
め
な
い
当
事
者
が
確
定
の
明
ら
か
な
不
公

平
に
つ
い
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
（
通
説
と
い
わ
れ 

。
通
説
・
判
例
は
、
狭
義
型
の
仲
裁
鑑
定
に
対
し
て
本
条
を
準

（

）
７４が
、

（

）
７５る
。

（

）
７６る
。

（

）
７７る
）
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用
す
る
場
合
に
は
、「
明
ら
か
な
不
公
平
」
を
「
明
ら
か
な
不
当
性
」
に
読
み
替
え
る
。
明
ら
か
な
不
公
平
（
広
義
型
の
仲
裁
鑑
定
）、
お
よ
び

明
ら
か
な
不
当
性
（
狭
義
型
の
仲
裁
鑑
定
）
の
そ
れ
ぞ
れ
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
検
討
し 

　（
ⅴ
）　
第
三
者
が
随
意
に
よ
り
給
付
を
確
定
す
べ
き
場
合
に
、
第
三
者
が
そ
の
確
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
そ
の
意
思
が
な
い

と
き
、
も
し
く
は
そ
れ
を
遅
延
し
た
と
き
は
、
契
約
は
無
効
で
あ
る
（
三
一
九
条
二
項
）。
民
法
三
一
七
条
一
項
の
解
釈
規
定
と
し
て
の
性
質

か
ら
、
第
三
者
の
随
意
に
よ
る
給
付
確
定
の
合
意
も
可
能
と
解
さ
れ
て
い 

た
だ
し
、
随
意
に
よ
る
給
付
確
定
の
合
意
は
、
そ
れ
が
明
確
に

示
さ
れ
る
、
ま
た
は
そ
の
趣
旨
の
当
事
者
意
思
が
確
実
に
推
定
で
き
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
し
、
良
俗
ま
た
は
法
律
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い

と
解
さ
れ 

随
意
に
つ
い
て
裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
行
わ
れ
ず
、
裁
判
所
に
よ
る
代
替
的
な
給
付
確
定
も
行
わ
れ
な
い
。
第
三
者

が
有
効
な
確
定
を
し
な
い
限
り
、
契
約
は
実
行
で
き
な
い
ま
ま
で
あ 

　
第
三
者
の
随
意
に
よ
る
給
付
確
定
は
、
沿
革
的
に
は
「
自
由
仲
裁
」（
修
道
三
七
巻
一
号
四
八
〇
頁
以
下
参
照
）
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
実
務
上
そ
の
種
の
合
意
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
【
　
】
一
八
八
三
年
判

１１

決
や
【
　
】
一
八
八
四
年
判
決
で
右
合
意
の
適
法
性
を
肯
定
し
（
修
道
三
六
巻
二
号
九
九
三
頁
、
九
九
五
頁
）、【
　
】
一
八
八
九
年
判
決
（
修

１２

１５

道
三
六
巻
二
号
九
八
七
頁
）
で
そ
れ
を
認
定
し
て
い
る
（
他
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
修
道
三
七
巻
一
号
四
五
九
頁
参
照
）。

　（
ⅵ
）　
保
険
契
約
法
（V
V
G

 
 
 

）
六
四
条
は
、
損
害
保
険
に
関
す
る
鑑
定
人
手
続
（Sachverständigenverfahren

                         
）
を
規
定
し
て
い
る
。
①

契
約
に
よ
り
、
保
険
に
基
づ
く
請
求
権
の
個
別
的
な
要
件
ま
た
は
損
害
の
額
が
鑑
定
人
に
よ
り
確
定
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認
定

が
明
ら
か
に
実
際
の
事
実
状
態
（w

irklich
Sachlage

 
                
）
と
相
当
に
異
な
る
と
き
は
、
拘
束
力
を
も
た
な
い
（
同
条
一
項
一
文
）。
そ
の
場
合
に
、

認
定
は
判
決
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
（
同
条
一
項
二
文
）。
鑑
定
人
が
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
そ
の
意
思
が
な
い
、
も
し

く
は
認
定
を
遅
延
し
て
い
る
と
き
も
、
同
様
で
あ
る
（
同
条
一
項
三
文
）。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
【
　
】
一
八
九
一
年
判
決
は
、
火
災
保
険
会
社

１３

（

）
７８た
。

（

）
７９る
。

（

）
８０る
。

（

）
８１る
。
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の
普
通
保
険
契
約
約
款
上
の
損
害
額
評
価
条
項
に
関
し
て
、「
明
ら
か
な
不
当
（
か
つ
不
公
平
）」
を
言
及
し
て
い
る
（
修
道
三
六
巻
二
号
九
九

一
頁
）。

　
②
契
約
に
よ
り
、
鑑
定
人
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
、
そ
の
指
名
に
つ
い
て
は
、
損
害
が
発
生
し
た
地
域
内
に
あ
る
区

裁
判
所
が
管
轄
す
る
（
六
四
条
二
項
一
文
）。
関
係
者
の
明
示
的
な
合
意
に
よ
っ
て
、
別
の
区
裁
判
所
の
管
轄
権
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
六

四
条
二
項
二
文
）。
鑑
定
人
の
指
名
の
申
立
て
を
認
容
し
た
処
分
（Verfügung

 
        
）
は
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
（
六
四
条
二
項
三
文
）。

　
③
一
項
一
文
の
規
定
と
異
な
る
合
意
は
、
無
効
と
す
る
（
六
四
条
三
項
）。

　
当
時
の
学
説
（
キ
ッ
シ
ュ
説
）
に
よ
る
と
、
右
六
四
条
は
従
前
の
ラ
ン
ト
法
の
規
定
に
な
ら
っ
た
民
法
三
一
九
条
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
ら
か
に
不
公
平
な
確
定
は
契
約
に
従
っ
た
も
の
と
は
み
な
せ
ず
、
無
効
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す 

民
法
三

一
九
条
の
「
明
ら
か
な
不
公
平
」
は
、
ロ
ー
マ
法
源
の
「
明
白
な
不
当
　m

anifesta
iniquitas

 
                  
」
を
移
植
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
条
に
よ
っ
て

も
第
三
者
は
客
観
的
な
事
実
状
態
に
応
じ
た
給
付
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
法
の
「
不
公
平
」
は
保
険
契
約
法
六
四
条
の
「
不
当
性
」

と
変
わ
ら
な
い
、
と
説 

　
な
お
、
右
鑑
定
人
手
続
を
定
め
た
一
九
〇
八
年
の
保
険
契
約
法
は
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
三
日
の
保
険
契
約
法
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て

改
正
さ
れ
た
（B
G
B
1
I,S.2631ff.

 
 
 
              
二
〇
〇
八
年
一
月
一
日
施 

。
こ
れ
に
よ
り
前
掲
六
四
条
も
現
行
で
は
保
険
契
約
法
八
四
条
と
し
て
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、
法
文
に
変
更
は
な
い
よ
う
で
あ 

　（
ⅶ
）　
ま
た
傷
害
保
険
に
関
す
る
鑑
定
人
手
続
を
定
め
る
一
八
四
条
一
項
な
い
し
三
項
も
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
右
法
文
も
同
様
に
改
正
さ

れ
、
現
行
一
八
九
条
が
同
趣
旨
を
定
め
て
い 

（

）
８２る
。

（

）
８３く
。

（

）
８４行
）

（

）
８５る
。

（

）
８６る
。
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（
１
）　
ス
イ
ス
法
の
観
点
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
仲
裁
鑑
定
法
の
歴
史
に
つ
い
て
考
察
し
た
文
献
と
し
て
、vgl.W

.W
enger,Zum

obligationenrech

 
     
   
          
                 tliche

      n   

Schiedsverfahren
im
schw

eizerischen
                   
     
            R

echt,1968,S.1ff.,133ff.,

 
                           
同
書
は
、
イ
タ
リ
ア
法
に
お
け
る
非
正
式
仲
裁
（arbitrato

irrituale

                   
）、

各
国
に
お
け
る
仲
裁
人
と
仲
裁
鑑
定
人
の
区
別
を
検
討
し
、
ス
イ
ス
法
に
お
け
る
仲
裁
鑑
定
の
適
法
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
筆
者
に
は
な
か
な

か
難
解
な
論
旨
の
展
開
で
あ
り
、
こ
こ
に
簡
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
２
）　
従
来
の
研
究
と
し
て
は
、
飯
塚
重
男
『
契
約
的
仲
裁
の
諸
問
題
』
一
七
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）、
豊
田
「
西
ド
イ
ツ
の
仲
裁
鑑
定
」
民

訴
雑
誌
三
六
号
二
〇
七
頁
以
下
、
同
「
仲
裁
鑑
定
契
約
の
法
構
造
（
一
）、（
二
）、（
三
・
完
）」
修
道
一
三
巻
一
号
八
九
頁
、
一
四
巻
一
号
三
九
頁
、

二
号
三
六
五
頁
、
同
「
紹
介
　
マ
ー
チ
ン
・
ボ
ロ
ウ
ス
キ
ー
『
コ
モ
ン
ロ
ー
の
仲
裁
鑑
定
』（N

om
os
Verlagsgesellschaft,B

aden-B
ad

 
  
    
                     
      
  en

2001

       
）」

修
道
二
七
巻
一
号
一
五
七
頁
。

（
３
）　
判
例
に
現
れ
た
契
約
補
充
型
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
法
構
造
（
一
）
修
道
一
三
巻
一
号
一
二
一
頁
以
下
で
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
４
）　
ワ
イ
ズ
マ
ン
説
は
、
豊
田
・
法
構
造
（
一
）
修
道
一
三
巻
一
号
九
四
頁
、
ま
た
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
説
は
、
同
号
九
八
頁
注
（
　
）
を
そ
れ
ぞ
れ

１２

参
照
。

（
５
）　
た
と
え
ば
、vgl.H

.E
ckert,D

er
Schiedsgutachter

 
     
   
        
                   ,1928,S.19

            

は
、
仲
裁
鑑
定
は
基
本
契
約
を
具
体
化
す
る
こ
と
に
仕
え
る
と
解
す
る
。

（
６
）　O

.K
ahn,D

er
Schiedsgutachter

und
di

 
   
      
                          e

rechtliche
B
edeutung

seiner
E
ntsch

              
                 
     eidung,1934,S.28

                  .  

（
７
）　
カ
ー
ン
説
は
、
仲
裁
鑑
定
の
合
意
を
他
の
証
拠
方
法
を
す
べ
て
排
除
す
る
旨
の
合
意
と
解
す
る
考
え
方
（
証
拠
契
約
説
）
を
支
持
す
る
。
そ
れ
は
裁

判
官
を
特
定
の
証
拠
方
法
に
拘
束
し
て
、
裁
判
官
は
、
仲
裁
鑑
定
が
事
実
の
存
在
を
宣
言
し
て
い
る
よ
う
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
証
拠
方
法

に
つ
い
て
の
当
事
者
間
の
合
意
を
適
法
と
し
た
判
例
と
し
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
一
九
一
九
年
判
決
（R

G
Z
96,S.57ff.

 
 
             
こ
の
判
決
は
、
豊
田
・
法
構

造
（
一
）
修
道
一
三
巻
一
号
一
〇
一
頁
参
照
）
お
よ
び
判
旨
に
賛
成
す
る
学
説
を
引
用
し
て
、
カ
ー
ン
説
は
、
仲
裁
鑑
定
人
の
な
す
べ
き
認
定
は
、
訴

訟
上
は
鑑
定
人
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
、
仲
裁
鑑
定
は
い
わ
ば
訴
訟
外
の
証
拠
調
べ
と
解
す
る
。
仲
裁
鑑
定
人
は
、
本
来
な
ら
ば
裁
判
官
が
鑑
定
人
の

助
力
を
得
て
す
る
活
動
を
行
う
の
で
あ
る
。
カ
ー
ン
説
は
、
仲
裁
鑑
定
人
の
認
定
の
事
後
審
査
を
禁
止
し
、
裁
判
所
の
仲
裁
鑑
定
へ
の
拘
束
を
明
文
で

規
定
し
た
労
働
裁
判
所
法
一
〇
六
条
を
参
照
し
て
、
仲
裁
鑑
定
の
合
意
は
証
拠
契
約
で
あ
り
、
仲
裁
鑑
定
は
特
別
な
証
拠
方
法
と
し
て
許
容
で
き
る
と

す
る
。K

ahn,a.a.O
.,S.21ff

 
          
         .  

─　　─

ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
五
・
完
）（
豊
田
）

（
　
　
　
）

─　　─33

四
〇
八

四
〇
八



（
８
）　K

ahn,a.a.O
.,S.19ff

 
          
         .  

（
９
）　W

inter,a.a.O
.,S.100f

 
            
         .  

（
　
）　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
に
よ
る
と
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
【
　
】
一
八
七
五
年
三
月
二
日
判
決
（R

O
H
G
E
16,S.427ff.

 
 
 
 
 
             
）
お
よ
び
【
　
】
一
八
七

１０

１７

１６

五
年
六
月
一
日
判
決
（R

O
H
G
E
18,S.337ff.

 
 
 
 
 
             
）
も
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
法
に
お
い
て
ロ
ー
マ
法
の
原
則
の
適
用
を
認
め
て
い
た
、
つ
ま
り
、
善
き
人

の
裁
断
お
よ
び
明
ら
か
な
不
公
平
を
理
由
に
同
裁
断
の
取
消
し
を
許
容
し
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。vgl.W

inter,a.a.O
.,S.106.

 
     
            
         
こ
れ
ら
の
二
件
は

い
ず
れ
も
自
由
仲
裁
の
合
意
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
と
し
て
、
検
討
を
試
み
た
が
（【
　
】
六
月
判
決
は
修
道
三
七
巻
一
号
四
七
八
頁
以
下
、
特
に
四

１６

七
六
頁
参
照
、
ま
た
【
　
】
三
月
判
決
は
同
号
四
七
三
頁
以
下
、
特
に
四
七
一
頁
参
照
）、
当
該
判
旨
部
分
は
、
い
ず
れ
も
傍
論
判
示
の
部
分
と
思
わ

１７

れ
る
。

（
　
）　
こ
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
修
道
二
八
巻
二
号
九
三
三
頁
以
下
参
照
。

１１
（
　
）　
こ
の
引
用
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
修
道
三
六
巻
二
号
九
九
七
頁
以
下
参
照
。

１２
（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.91ff

 
            
         .  

１３
（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.101ff

 
            
          .  

１４
（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.105ff

 
            
          .  

１５
（
　
）　
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
適
用
領
域
の
こ
れ
ら
二
件
の
判
例
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
具
体
的
な
判
例
集
を
指
摘
せ
ず
、
あ
る
論
文
（O

ppler,

 
       

１６Schiedsvertrag
und

Schiedsm
annervert

                           
         rag,R

echt
1906,S.433ff.

      
                   
）
を
引
用
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。W

inter,a.a.O
.,S.107,Fn.53.

 
            
                
こ
の

論
文
も
筆
者
は
未
検
討
で
あ
る
。

（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.115ff

 
            
          .  

１７
（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.118ff

 
            
          .  

１８
（
　
）　W
inter,a.a.O

.,S.168f.

 
            
          
な
お
、
シ
ュ
ロ
ッ
サ
ー
説
に
つ
い
て
は
、
豊
田
「
西
ド
イ
ツ
の
仲
裁
鑑
定
に
つ
い
て
」
民
訴
雑
誌
三
六
巻
二
一
〇
頁
な
ど

１９
で
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
　
）　
イ
タ
リ
ア
法
に
つ
い
て
は
、
飯
塚
・
前
掲
書
九
三
頁
以
下
参
照
。

２０

─　　─

＜

論
　
　
説＞

修
道
法
学
　
三
八
巻
　
一
号

（
　
　
　
）

─　　─34

四
〇
七

四
〇
七



（
　
）　
フ
ラ
ン
ス
法
に
つ
い
て
は
、
小
山
昇
『
小
山
昇
著
作
集
　
第
六
巻
　
仲
裁
の
研
究
』
三
九
六
頁
以
下
、
四
二
七
頁
以
下
（
信
山
社
、
一
九
九
一
）
参

２１
照
。

（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.169ff

 
            
          .  

２２
（
　
）　
シ
ュ
ロ
ッ
サ
ー
説
に
批
判
的
な
学
説
と
し
て
、W

.H
einrich,D

as
Sachversändigenverf

 
   
          
                      ahren

im
privatversicherungsrecht,1

        
                            996,S.57

         .  

２３
（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.141ff

 
            
          .  

２４
（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.142

 
            
        .  

２５
（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.142ff

 
            
          .  

２６
（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.149ff

 
            
          .  

２７
（
　
）　
フ
ラ
ン
ス
法
のam

icabilis
com
positor

 
 
            
        
（
友
誼
的
仲
裁
人
、
小
山
教
授
に
よ
る
と
友
誼
的
和
合
調
整
人
）
に
つ
い
て
は
、
小
山
・
前
掲
書
三
三
一

２８
頁
以
下
、
四
五
一
頁
以
下
参
照
。

（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.151ff

 
            
          .  

２９
（
　
）　P.O

ertm
ann,Schiedsrichter

und
staa

    
    
                            tliches

R
echt,ZZP

B
d.4

         
           
   7  
（1918

    
）,S.113.

        

３０
（
　
）　O

ertm
ann,a.a.O

.,S.115

 
    
          
        .  

３１
（
　
）　C

.H
ahn/B

.M
ugdan,D

ie
gesam

ten
M
ate

 
   
     
   
        
        
     
   rialien

zu
den
R
eichs-Justizgesetzen

                
                    ,B

d.2,M
aterlialien

zur
ZPO

A
bt.1,2

   
      
                   
  
      .A

ufl.,1881,

   
            

３２N
eudruck,1983,zu

§801,S.493f

 
                              .  

（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.153ff

 
            
          .  

３３
（
　
）　H

ahn/M
ugdan,M

aterialien
zur
ZPO
,zu

 
     
        
                  
    

§§792-813,S.490

                 .  

３４
（
　
）　B  

.M
ugdan,D

ie
gesam

ten
M
aterialien

z

   
        
        
     
            um

B
ürgerlichen

G
esetzbuch

für
das
d

  
  
             
                   eutsche

Reiche,B
d.2,Rechtder

Schu

         
        
      
             ldverhaltnisse

              ,   

３５N
eudruck

der
ausgabe

B
erlin

1899,19

 
                     
              79,zu

§357,S.107

                  .  

（
　
）　
民
訴
法
一
〇
三
四
条
一
項
は
、
仲
裁
人
が
仲
裁
判
断
前
に
当
事
者
を
審
尋
し
、
必
要
な
限
度
で
争
い
の
基
礎
に
あ
る
事
実
を
探
知
す
べ
き
旨
を
規
定

３６
す
る
が
、
同
条
二
項
は
、
そ
の
他
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
別
段
の
定
め
な
き
限
り
、
仲
裁
人
が
自
由
な
裁
量
で
手
続
き
を
定
め
る
こ
と
が
で

─　　─

ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
五
・
完
）（
豊
田
）

（
　
　
　
）

─　　─35

四
〇
六

四
〇
六



き
る
と
規
定
す
る
。
現
行
民
訴
法
一
〇
四
二
条
四
項
一
文
が
同
旨
を
規
定
す
る
。

（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.156

 
            
        .  

３７
（
　
）　
こ
の
問
題
に
つ
い
は
、
た
と
え
ば
、vgl.O

ertm
ann,a.a.O

.,S.108ff

 
     
    
          
          .  

３８
（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.157,Fn.99

 
            
               .  

３９
（
　
）　R

.G
reger/C

.Stubbe,Schiedsgutachte

 
   
       
                         n,2007,S.R

n.15,S.5

            
         .  

４０
（
　
）　H

einrich,a.a.O
.,S.28f.

 
              
         
そ
こ
で
こ
の
学
説
は
、
広
義
型
お
よ
び
狭
義
型
の
仲
裁
鑑
定
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
法
的
紛
争
全
体
に
つ
い
て
判
断
す

４１
る
か
（
＝
仲
裁
人arbiter
 
      
）、
個
別
的
な
事
実
、
要
件
事
実
要
素
、
そ
の
他
請
求
権
の
要
件
に
つ
い
て
判
断
す
る
か
（
＝
仲
裁
鑑
定
人arbitrator

 
         
）
を

区
別
基
準
と
考
え
る
（ders.,a.a.O

.,S.54ff.
            
          
）。

（
　
）　G

reger/Stubbe,a.a.O
.,R
n.16,S.5

 
                   
    
         .  

４２
（
　
）　
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
最
近
の
仲
裁
鑑
定
の
消
極
的
評
価
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
紹
介
・
修
道
二
七
巻
一
号
一
八
一
頁
も
参
照
。

４３
（
　
）　
ワ
イ
ズ
マ
ン
説
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
法
構
造
（
一
）・
修
道
一
三
巻
一
号
九
三
頁
以
下
参
照
。

４４
（
　
）　G

reger/Stubbe,a.a.O
.,R
n.2,S.1

 
                   
    
        .  

４５
（
　
）　
最
近
の
ド
イ
ツ
法
の
文
献
と
し
て
、vgl.

G
reger/Stubbe,

a.a.O
.,
R
n.212ff

 
     
                   
    
       .,

S.77ff.;
H
einrich

,
a.a.O

.,
S.87ff

             
       
       
         .;

M
.
Lem

bcke,

    
     
      

４６B
ürgenhaftung

im
K
ontext

von
Schieds

 
               
  
                  gutachten,N

ZB
au
2009,S.421ff.usw

.

            
  
                    
 
筆
者
も
ド
イ
ツ
判
例
の
事
案
を
通
じ
て
、
仲
裁
鑑
定
の
伝
統

的
な
実
務
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
豊
田
・
法
構
造
（
一
）、（
二
）、（
三
・
完
）・
修
道
一
三
巻
一
号
頁
八
九
頁
、
一
四
巻
一
号
三
九

頁
、
一
四
巻
二
号
三
六
五
頁
参
照
。

（
　
）　U

.
K
ornblum

,
D
ie
R
echtsnatur

der
B
es

 
   
       
   
    
                
  tim

m
ung

der
Leistung

in
den

§§315-31

   
 
                                9B

G
B
,
A
cP
16

  
 
 
   
  
   8  
（1968

    
）,S.451;

M
.
Löw
isch,

          
     
      

４７StaudingersK
om
m
e
zum

B
G
B
/U
.W
ürdinge

            
  
 
     
  
 
 
  
   
       r,Zw

eites
B
uch,R

echt
der
Schuldver

     
       
      
                  hältnisse,§§293-327,13.A

ufl.,199

                           
         5,§315,I1a,

              

R
n.1a,S.1976

 
            

は
、
民
法
三
一
五
条
・
三
一
六
条
は
民
法
一
五
四
条
一
項
一
文
（
当
事
者
は
す
べ
て
の
点
に
つ
き
合
意
し
て
い
な
い
限
り
、
疑
わ
し
い

と
き
は
、
契
約
は
締
結
さ
れ
な
い
旨
規
定
）
に
対
し
て
、
そ
の
例
外
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
、
意
識
的
な
合
意
欠
如
の
除
去
で
は
な
く
、
契
約
の
す

き
間
の
補
充
を
可
能
に
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
本
文
に
あ
げ
た
学
説
の
見
解
よ
り
も
、
限
定
的
な
理
解
と
い
え
よ
う
か
。

─　　─

＜

論
　
　
説＞

修
道
法
学
　
三
八
巻
　
一
号

（
　
　
　
）
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四
〇
五

四
〇
五



（
　
）　StudingersK

om
m
e/H
.
K
aduk,

II.B
d.
R
ec

           
  
 
   
   
          
    
  ht

der
Schuldverhältnisse,

T
eil
1c,

                 
           
        10./11.

A
ufl.,

1967,
§317,

1b,
R
n.3,

         
                       
    

S.656f.;

          

４８M
ünchenerK

om
m
e/Söllner,Schuldrecht

 
         
  
 
                      
・A

llgem
einer

Tei

 
     
       
  l  （§§241-432

         
）,§317

II1,R
n.5,S.890;Soergel/Sie

             
                       bert/M

.W
olf,B

G
B
,

      
   
      
 
 
  

§317,A
nm
.5a

       
  
   
）ff.S.1102ff.usw

 
               

.  

（
　
）　M

ugdan,M
aterlialien

zum
B
G
B
II,M

oti

 
        
               
  
 
 
     
   ve

zu
§§353,354,S.105f

                        .  

４９
（
　
）　M

ugdan,M
aterlialien

II,M
otive,S.1

 
        
                 
          06.

   
理
由
書
は
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（A

LR

 
  
）
七
一
条
（
修
道
二
八
巻
一
号
一
六
頁
参
照
）、
フ
ラ

５０
ン
ス
民
法
一
八
五
四
条
、
ザ
ク
セ
ン
民
法
六
六
四
条
・
八
〇
二
条
、
各
ラ
ン
ト
の
草
案
（
バ
イ
エ
ル
ン
州
・
ヘ
ッ
セ
ン
州
・
ド
レ
ス
デ
ン
州
）
な
ど
立

法
例
と
と
も
に
、
ウ
イ
ン
ド
シ
ャ
イ
ド
説
（
修
道
三
七
巻
一
号
四
五
〇
頁
注
七
参
照
）
を
引
用
し
て
い
る
。
な
お
、
理
由
書
が
引
用
す
る
【
　
】
ラ
イ

１６

ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
五
年
六
月
一
日
判
決
（R
O
H
G
E
18,S.337ff.;SeuffA

rch
32,S.

 
 
 
 
 
                     
          149,N

r.118.

      
      
に
つ
い
て
は
、
修
道
三
七
巻
一
号
四
七

八
頁
以
下
で
検
討
し
て
い
る
。

（
　
）　M

ünchenerK
om
m
e
zum

B
G
B
/Söllner,§315

 
         
  
 
     
  
 
 
              ,A

nm
.I1,R

n.1,S.873f

   
  
      
           .  

５１
（
　
）　M

ugdan,M
aterlialien

II,M
otive,S.1

 
        
                 
          06   .  

５２
（
　
）　M

ünchenerK
om
m
e
B
G
B
/Söllner,§315,R

n

 
         
  
 
   
 
 
                 
 .12,S.878,§317,R

n.2,S.889

                   
          .  

５３
（
　
）　M

ugdan,M
aterialien

II,M
otive,S.10

 
        
                
           6.   
反
対
給
付
の
範
囲
が
未
確
定
な
場
合
に
、
契
約
中
で
そ
の
確
定
権
限
あ
る
当
事
者
に
つ
い
て
合
意
が
な

５４
い
と
き
、
右
確
定
権
限
を
有
す
る
当
事
者
を
定
め
る
た
め
の
解
釈
規
定
と
い
う
の
は
、M

ünchenerK
om
m
e
zum

B
G
B
/Söllner,§316

 
         
  
 
     
  
 
 
              ,A

nm
.I,

   
  
    

R
n.1,S.887;Soergel/Siebert/M

.W
olf

 
                             
   
   ,K

ohlham
m
erK
om
m
e
B
G
B
,B
d.2/1,Schul

   
      
 
   
  
 
   
 
 
   
            drecht

I/1,1986,§316,A
nm
.1,R
n.1,

                         
  
     
    S.1094

       .  

（
　
）　Soergel/Siebert/W
olf,B

G
B
,§316

A
nm
.

                 
      
 
 
        
  
 1,R

n.1,S.1094

    
           

は
、
ハ
イ
レ
ヴ
ェ
ル
の
請
負
・
雇
傭
用
給
付
の
報
酬
額
の
確
定
な
ど
に
つ
い
て
、
債

５５
権
者
が
そ
れ
を
確
定
す
る
場
合
を
あ
げ
て
い
る
。

（
　
）　M

ugdan,M
otive,S.106,Protokolle,S

 
        
                           .623f

     .  

５６
（
　
）　【
　
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
五
年
六
月
一
日
判
決
（R

O
H
G
E
18,S.337ff.;SeuffA

rch
32,S.

 
 
 
 
 
                     
          149,N

r.118.

      
      
同
判
決
に
つ
い
て
は
、

５７

１６
前
注
（
　
）
を
参
照
。

５０

（
　
）　Soergel/Siebert/W

olf,B
G
B
,§317,A

nm

                 
      
 
 
         
  

.1,R
n.1f.,S.1097ff

     
               .  
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四
〇
四

四
〇
四



（
　
）　
こ
こ
で
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
編
第
五
章
七
二
条
・
七
三
条
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
修
道
法
学
二
八
巻
一
号
一
六
頁
参
照
。

５９
（
　
）　M

ugdan,M
aterialien

II,M
otive

zu
§3

 
        
                
           55,S.106

         .  

６０
（
　
）　G

.Strohal,Planck’s
K
om
m
entar

B
G
B
,

 
                     
  
 
       
 
 
  II.B

d.1.H
älfte,R

echt
der
Schuldve

     
      
        
                 rhältniss

         e  
（A

llgem
einer

T
eil

 
     
       
   
）§§241-432,4.A

ufl.,1914,

               
            

６１§317,3,S.351

              .  

（
　
）　G

reger/Stubbe,a.a.O
.,S.42,R

n.107,

 
                   
          
      S.42

     .  

６２
（
　
）　Soergel/Siebert/W

olf,B
G
B
,§317,A

nm

                 
      
 
 
         
  

.1,R
n.3,S.1098

     
           .  

６３
（
　
）　
し
か
し
、
第
三
者
の
随
意
に
よ
る
給
付
の
確
定
に
委
ね
る
旨
の
合
意
の
適
法
性
に
つ
い
て
は
、
疑
問
と
す
る
説
も
あ
る
（Palandt/H

einrichs,B
G
B
,

         
           
 
 
  

６４45.A
ufl.,1986,§317

A
nm
.1,S.336,

     
                  
  
           §319,A

nm
.1,S.338

       
  
         
）。
こ
れ
に
対
し
合
法
説
は
、M

ünchenerK
om
m
e
B
G
B
/Söllner,a.a.O

.,

 
         
  
 
   
 
 
               
   §315,

      

A
nm
.II2,R

n.12,S.878,§317,A
nm
.I2,

 
  
       
                    
  
    R

n.3,S.889.Staudingerskom
m
e
B
G
B
/K

  
                          
 
   
 
 
  

aduk,10./11.A
ufl.,1967,§317,R

n.

               
                   
  1,S.655

        

は
、
実
務

上
そ
う
し
た
合
意
は
多
く
な
い
と
指
摘
す
る
。

（
　
）　
当
初
の
草
案
三
五
六
条
は
、
第
三
者
に
委
ね
ら
れ
た
給
付
の
確
定
は
、
契
約
を
締
結
し
た
一
方
の
当
事
者
に
対
し
て
意
思
表
示
さ
れ
た
と
き
に
、
な

６５
さ
れ
た
も
の
と
し
、
そ
の
確
定
は
撤
回
で
き
な
い
と
規
定
し
て
い
た
。
理
由
書
は
、
第
三
者
の
信
頼
的
地
位
か
ら
、
第
三
者
自
身
が
確
定
す
る
こ
と
が

契
約
の
趣
旨
で
あ
る
、
ま
た
ザ
ク
セ
ン
民
法
八
〇
六
条
に
一
致
し
て
、A

rbitrator

 
         
（
仲
裁
鑑
定
人
）
の
任
務
お
よ
び
地
位
か
ら
導
か
れ
る
原
則
と
し

て
、
第
三
者
が
い
っ
た
ん
行
っ
た
確
定
は
撤
回
で
き
な
い
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。M

ugdan,M
aterialien

II,M
otive,S.10

 
        
                
           7  .  

（
　
）　
こ
れ
に
対
し
、
第
二
読
会
で
は
現
行
三
一
八
条
二
項
一
文
お
よ
び
二
文
に
相
当
す
る
法
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
議
事
録
に
よ
る
と
、
第
三
者
の
確

６６
定
の
取
消
可
能
性
に
つ
い
て
第
三
者
に
取
消
権
を
与
え
る
利
益
を
否
定
し
、
契
約
当
事
者
に
の
み
肯
定
す
る
考
え
方
を
明
示
す
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
取
消
期
間
の
規
定
に
つ
い
て
も
、
通
常
の
場
合
の
規
定
で
は
な
く
、
特
別
な
規
定
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。M

ugdan,

 
       

M
aterialien

II,Protokolle,S.625,6

 
                                   27   .  

（
　
）　StadingersK

om
m
e/K
aduk,B

G
B
,§318,A

n

           
  
 
   
       
 
 
         
 m

.2,R
n.3,S.660

 
     
          .  

６７
（
　
）　StadingersK

om
m
e/K
aduk,

B
G
B
,
§318,

A
n

           
  
 
   
       
 
 
         
 

m
.1,
R
n.1,

S.660;
M
ünch

enerK
om
m
e/Söl

 
     
             
    
     
  
 
     lner,

§318,
A
nm
.I,
R
n.1,

S.895f.;

             
  
     
              

６８Soergel/Siebert/W
olf,B

G
B
,§318,A

nm

                 
      
 
 
         
  

.1f,R
n.1f.,S.1106f.;K

ornblum
,a.a

      
                  
       
     .O

.,S.454
  
        .  
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＜
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四
〇
三

四
〇
三



（
　
）　M

ünchenerK
om
m
e/Söllner,§318,A

nm
.II

 
         
  
 
                  
  
   ,R

n.2,S.896;Soergel/Siebert/W
olf,

   
                             
    .§318,A

nm
.2c,R

n.4,S.1107

         
  
      
           .  

６９
（
　
）　Soergel/Siebert/W

olf,B
G
B
,§318,A

nm
                 
      
 
 
         
  

.2a,R
n.3,S.1107

      
           .  

７０
（
　
）　StadingersK

om
m
e/K
aduk,

B
G
B
,
§318,

A
n

           
  
 
   
      
 
 
 
  
      
 
 

m
.1,
R
n.1,

S.660;
M
ünch

nerkom
m
e/W

ürd

 
    
 
     
       
 
    
      
 
   
   

inger,
§318,

I4,
R
n.4,

S.2017;

       
      
    
 
     
        

７１Soergel/Siebert/W
olf,B

G
B
,§318,A

nm

                 
      
 
 
         
  

.2d,R
n.6,S.1107

      
           .  

（
　
）　
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
八
五
四
条
、
ラ
ン
ト
（
ヘ
ッ
セ
ン
・
バ
イ
エ
ル
ン
・
ド
レ
ス
デ
ン
）
の
草
案
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

７２
（
　
）　
理
由
書
（M

ugdan,
M
ateriarlien

II,
M
otive,

S.1

 
        
                 
          06,
F
n.

        †

）
は
さ
ら
に
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
裁
判
（E

ntsch.
D
es
R
O
H
G
.18

 
        
    
 
 
 
    

７３N
r.91

 
    
）
を
引
用
す
る
が
、
そ
の
検
討
は
で
き
て
い
な
い
。

（
　
）　M

ugdan,M
ateriarlien

II,M
otive

zu
§

 
        
                 
          357,S.107

          .  

７４
（
　
）　M

ugdan,M
ateriarlien

II,Protokolle,

 
        
                           S.626

      .  

７５
（
　
）　M

ünchenerK
om
m
e
B
G
B
/W
ürdinger,§319,

 
         
  
 
   
 
 
  
                I2,R

n.2,S.2019

     
           .  

７６
（
　
）　Staudingerskom

m
eB
G
B
/K
aduk,B

G
B
,§319

              
 
  
 
 
  
       
 
 
      ,R

n.1,S.661f.;K
ornblum

,a.a.O
.,S

   
               
       
       
    .467f.usw

         

.  

７７
（
　
）　
豊
田
・
法
構
造
（
一
）
修
道
一
三
巻
一
号
一
二
四
頁
以
下
、
法
構
造
（
三
・
完
）
修
道
一
四
巻
二
号
三
七
四
頁
以
下
。

７８
（
　
）　Staudingerskom

m
eB
G
B
/K
aduk,§317,A

nm

              
 
  
 
 
  
             
  

.1a,R
n.1,S.655,§319,A

nm
.II,R

n.7

      
                   
  
      
   ,S.664

       .  

７９
（
　
）　Soergel/Siebert/W

olf,B
G
B
,§319,A

nm

                 
      
 
 
         
  

.V
I,R
n.22,S.1115;M

ünchenerK
om
m
eB
G

  
    
               
         
  
 
  
 

B
/Söllner,§319,A

nm
.I3,R

n.3,S.898

 
                 
  
      
          .  

８０
（
　
）　M

ünchenerK
om
m
eB
G
B
/Söllner,§319,A

nm

 
         
  
 
  
 
 
                 
  

.I3,R
n.3,S.898;Staudingerskom

m
eB
G

      
                          
 
  
 

B
/K
aduk,§319,A

nm
.II,R

n.7,S.664

 
  
             
  
      
          .  

８１
（
　
）　
当
時
の
判
例
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
検
討
で
き
た
判
例
は
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
【
　
】
一
八
八
九
年
一
二
月
一
〇
日
判
決
（R

G
Z
24,

 
 
      

８２

１５

S.357ff.

        
）
で
あ
る
。

（
　
）　K

isch,a.a.O
.,S.128ff

 
           
          .  

８３
（
　
）　
二
〇
〇
八
年
保
険
契
約
法
の
改
革
に
つ
い
て
は
、vgl.Prölss/M

artin/C
.A
rum
brüster,V

 
            
       
   
   
          ersicherungsvertragsgesetz,29.A

ufl

                                 
   .,2015,

         

８４E
inl.1,A

nm
.A
,R
n.1ff.S.4ff.;W

.R
ö

 
         
  
  
   
               
   
 m

er/T.Langheid/R
.R
ixecker,Versich

 
    
            
   
          
      erungsvertragsgesetz,4.A

ufl,2014,

                          
          Vor

§1,A
nm
.Iff,

  
        
  
      

R
n.1ff.S.1ff.;§1,A

nm
.Iff.R

n.1ff.S.

 
                   
  
      
        45ff

    .  （R
öm
er

 
  
  
）.  
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（
　
）　Prölss/M

artin/Voit,V
V
G
,§84

V
V
G
,A
n

        
       
      
 
 
       
 
 
   
 m

.A
ff.,R

n.1ff.,S.599ff.;R
öm
er/Lan

 
  
      
                   
  
      gheid/Langheid,V

V
G
,§84,A

nm
.Iff,R

                 
 
 
        
  
       n.1ff.S.619ff

             .  

８５
（
　
）　Prölss/M

artin/K
nappm

ann/W
.Voit,V

V
G

        
       
     
     
   
      
 
 

,§189
V
V
G
,R
n.1ff.,S.993;.R

öm
er/

        
 
 
   
                  
  
   Langheid/R

ixecker,§84
V
V
G
,R
n.R
n.1S

          
              
 
 
   
   
    .1196

     .  

８６

（
完
）

（
法
学
部
　
豊
田
博
昭
）
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＜
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 【３】１８５７・９・２４判決 StreithArch 27, Nr.15, S.59ff （28）20ff., 25f., 918
  （36）981
  （38）437, 424, 414
 【４】１８７０・１・１３判決 StreithArch 76, Nr.63, S.348ff. （28）24ff.
  （38）436
【２０】１８７５・１・８判決 OberTribunal 74, S.1ff. （37）466, 458
  （38）427

ライヒ高等商事裁判所（Reichsoberhandelsgericht）
 【５】１８７１・６・２０判決 ROHGE 3, Nr.13, S.74ff. （28）916ff., 921,
  　　923f., 932, 936,
  　　939
  （36）998ff., 981
  （37）477, 474, 472
  （38）434, 429, 414
 【８】１８７１・９・２７判決 ROHGE 3, S.167ff. （28）925ff., 932,
  　　936, 939f., 971
  （38）432, 425f., 413
 【６】１８７２・２・１３判決 ROHGE 5, Nr.27, S.110ff. （28）919ff., 923,
  　　936, 939
  （38）433
 【９】１８７２・２・２３判決 ROHGE 4, Nr.88, S.421ff. （28）928ff., 936,
  　　939f.
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